
熊
本
大
学
六
十
年
史
　
別
編

特
別
座
談

学
生
生
活
の
記
憶



学
生
生
活
の
記
憶

特
別
座
談

熊
本
大
学
六
十
年
史
　
別
編





1はじめに

特別座談　学生生活の記憶 

はじめに
　熊本大学が発足して６０余年が経ち、現在では本学出身者が数多く勤務しており、それぞ
れが自らの視点でが大学の移ろいを見てきた。そこで、本論では、各年代の本学の教職員

（あるいは元教職員）に集まっていただき、熊本大学における学生生活、学生像がどのよう
に変化していったのかについて、それぞれの経験に基づきながら語っていただいた。
　なお、座談にあたっては、次のようにテーマ設定を行った。

　同時に、座談にあたっては次のように時代区分を行い、それぞれの時代に学生生活を
送った諸氏に語っていただいた。
　

　各時代の状況について概説すると、以下のとおりである（なお、６０年安保と大学紛争につ
いては座談では分けているが、本項では合わせて記す）。

１．開学期
　戦後の学制改革により、１９４９（昭和２４）年５月３１日に新制国立大学・熊本大学の設置
が認可された。熊本大学は、熊本医科大学・第五高等学校・熊本工業専門学校・熊本薬
学専門学校・熊本師範学校・熊本青年師範学校の６つの旧制官立学校を母体としており、
法文学部・教育学部・理学部・医学部・薬学部・工学部の６つの学部が設けられた。男
子２，２５０名、女子８３名の計２，３３３名の志願があり、９月１日、男子１，０９１名、女子６３名の
計１，１５４名が第１回生として入学した。

【座談内容】
１．勉学（授業、教員との交流、研究室活動）
２．学友とのつきあい（学友会、自治会、クラブ、サークル活動、映画・マージャン・パ

チンコ等遊興、ボランティア活動）
３．アルバイト（生活費、主たるアルバイト先）
４．住まいと暮らし（下宿・アパート・寮、通学手段、食生活、ファッション）
５．情報化社会（パソコン、携帯電話、ゲーム機器、学生証・履修届、単位取得確認・成

績証明書、レポート、卒論等、メール）
６．国際化（海外留学、海外研修、国際学会への出席、留学生との交流）
７．就職活動（就活時期・就活方法、専門学校・就職講座）
８．トピック（大学祭、大学紛争）

【時代区分】
１．開学期　２．６０年安保　３．大学紛争　４．共通一次　５．教養部解体
６．法人化
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２．６０年安保から大学紛争まで（学生運動の時代）
　１９５９（昭和３４）～１９６０（昭和３５）年にかけて、いわゆる「６０年安保闘争」があった。これ
は、国会議員・労働者・学生・市民等による一種の反政府・反米運動であり、背景とし
ていわゆる知識人の指導があった。この頃、新左翼が誕生したといわれている。その
後、１９６２（昭和３７）年にキューバ危機、１９６４（昭和３９）年～１９７５（昭和５０）年にかけてはベ
トナム戦争と、世界的にも大きな事件が起こっていた。１９６８（昭和４３）年１月、エンター
プライズ号の佐世保寄港をきっかけに、反米・半核を掲げた佐世保エンタープライズ闘
争が起こった。この頃から学生運動が大きく注目されるようになり、１９６９（昭和４４）年
１月には、東京大学で学生に占拠された安田講堂に機動隊が突入するという事態にまで
発展した。この影響により、同年の東大入試は中止されている。また、この前後から全
国の大学で学生運動が激化しており、本学においても、大学生協側が水光熱費の大学負
担を求めたことをきっかけに「熊大紛争」が起こった。こうした学生運動はその後、
１９７０（昭和４５）年のよど号ハイジャック事件、１９７２（昭和４７）年の浅間山荘事件、日本赤
軍によるテルアビブ事件等へもつながっていった。こうした１９７０年代に続いていく闘争
は暴力抗争、暴力闘争という形をとったため、大衆や知識人の支持を失っていったとい
われている。

３．共通一次世代
　１９７０年代後半に入ると、大学紛争時のような騒々しさは大学から消え去った。この
頃、大学の進学率が３５%を超え、いわゆる「マス化」の時代に入っていった。１９６９（昭
和４４）年段階では１，２５５名であった本学の定員も、１０年後の１９７９（昭和５４）年には１，６０５名
まで増加し、受け入れる大学生の数が大幅に増えた。
　１９７９（昭和５４）年１月、国公立大学の入試に「共通一次試験」が導入された。これは、
従前各大学が実施してきた入学試験に難問・奇問が出題されるようになり、受験者側を
悩ませていたためであった。しかし、共通一次試験の導入は受験産業の介入という事態
を招くことにもなり、受験戦争が深刻な社会問題となった。こうした時代を背景に、「ま
じめだが、想像力を欠く」「覇気がない」等と、大学生像が大きく変わったことが新聞
等で盛んに報じられた。また、この時期には大学生の国公立大学離れが進み、１９８２（昭
和５７）年度入試では、国公立大学合格者の約１割で入学辞退が起こっていた。その後、
共通テストのあり方の改革が模索され、１９８７（昭和６２）年に受験機会の複数化が、１９９０

（平成２）年には新テストとしてセンター試験が導入されるなどの制度改革も行われた。
　この頃の本学にはいまだ大学紛争の名残があり、いわゆる「生協裁判」が続いている
状態であった。同裁判については１９７９（昭和５４）年１２月の評議会において和解に応じる
ことが決まり、１９８０（昭和５５）年２月から１９８４（昭和５９）年１０月まで２１回にわたり協議が
行われ、和解が成立した。

４．教養部解体前
　１９８０年代後半から我が国はバブル景気に突入し、これに伴い大学生の生活環境も大き
く変わった。同時期は第２次ベビーブーマー世代が大学進学する時期と重なっており、
国公私立大学の定員が大幅に増やされ、大学進学率が年々上昇していくという状況で
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あった。この時期は、大学進学率の高さに加えバブル景気の後押しもあり、学生の就職
率が高い、いわゆる「売り手市場」の時期であった。
　１９９０年代に入り、市況も落ち着きを見せ始めた１９９１（平成３）年７月、文部省は大学
設置基準の大綱化を発表した。これにより各国立大学では教養部の解体が進み、本学に
おいても種々議論が重ねられた結果、１９９６（平成８）年度をもって教養部が廃止される
こととなった。

５．教養部解体以後
　１９９７（平成９）年４月、教養部の解体により本学に大学教育研究センターが発足した。
この頃になると国立大学の独立行政法人化の議論も見られるようになり、教育面だけで
なく運営面においても、大学を取り巻く環境が大きく変わろうとしていることを感じさ
せる状況であった。
　バブル崩壊に加え、１９９７（平成９）年から翌年にかけてのアジア通貨危機や大手金融
機関等の相次ぐ破綻等により求人数が大幅に減少し、これに１９９６（平成８）年の就職協
定廃止の影響等も重なって、大学生の就職は厳しい環境に置かれた。こうした状況は学
生の生活や大学での活動に少なからず影響を与え、前述の教養部解体という大学の状況
ともあいまって、大学生のあり方がまたひとつ変わった時代だといえる。

６．国立大学法人化後
　２００４（平成１６）年４月の国立大学の法人化により、大学の組織・運営方法に変化が訪
れた。その１つに評価制度の導入があり、学生が教員や授業を評価する時代へと突入し
た。本学では２００４年後学期から授業改善のためのアンケートを全学的に実施している。
　近年、「情報化」「国際化」がますます進み、もはや学生１人に１台のパソコン等情報
端末機器の所有が必須の時代となった。電子辞書や電子ジャーナル等の登場により、学
習・研究の方法も大きく様変わりしてきている。また、既に１９９０年代後半頃からの携帯
電話やメール、SNS等の普及により、学生間あるいは学生・教員間のコミュニケーショ
ンのとり方にも変化が訪れた。
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第１回座談会

１．開学期

古島――皆さん学生時代の頃、やはり学生
運動とかそういう、当時の社会情勢と、学
生生活の推移っていう、密接に関係した部
分があるかと思います。私たちがよく知ら
ない１９６０年、安保以前っていうのは、まだ
学生運動とかも知識人が結構やってた運動
で、７０年の闘争とは違って、また違う雰囲
気があった。出口先生、その頃ちょうどよ
くご存じかと思われます。熊大の学生さ
んっていうのはどういう生活でしたか？
出口――我々の世代っていうのは、学制改
革の波に乗ってやってきているんですね。
旧制の５年制中学に入学、そして３年生の
時に終戦を迎えたんです。そうして、５年
生になると卒業ということで就職する人、
旧制高校、専門学校、師範学校に入学する
人もいましたが、この時期学制改革で６・
３・３制が実施され、３年制の新制高校が
できまして、新制大学を希望するのであれ
ば、この新制高校を出た方がよいとのこと
で、旧制中学５年生から新制高校３年制に

編入しました。１年間在学して、新制高校
の第１回卒です。入試につきましては、入
試以前に全国的に実施された大学進学適正
検査（昭和２４年１月３１日）を受けました。新
制熊本大学が正式に発足したのは昭和２４年
５月３１日ですね。
松本――あったあった。
出口――この適性検査は何年か続きました
ね。この検査を受けた後、５月発足の熊大
の最初の入学試験は６月１５から１７日なんで
すよ。更に２次募集もあったようでした。
そして第１回生の入学式は同年９月１日に
行われまして、随分遅れた入学式でした
ね。理学部（甲）１入学生の中には、新制高
校１回卒業生のほかに旧制高校、専門学校
からの編入生、軍隊経験者、更には大検で
大学受験資格を取得した若い入学生もいま
したね。９月入学ですから４年間の大学生
活が正味３年７ヵ月しかないんですね。と
ころで講義は単位制なものですから、入学
後の教養科目の講義では夕方まで補講が
あったように思います。当時の授業料は年
額３，６００円でしたから、月額にすれば３００円
ですね。したがって、入学初年度の授業料

【第１回出席者】
出口　俊雄　（１９４９年入学、元理学部教授）
松本寿三郎　（１９５１年入学、元文学部教授）
山本　哲郎　（1967年入学、生命科学研究部教授）
佐田富道雄　（１９７０年入学、自然科学研究科教授）
深町　公信　（1976年入学、法学部教授）
宮瀬美津子　（１９７７年入学、教育学部准教授）
甲斐　広文　（１９７９年入学、生命科学研究部教授）
福本　哲也　（１９７９年入学、先端研究教育拠点推進ユニット長）
大坪　志子　（1991年入学、埋蔵文化財調査センター助教）

【司会】
古島　幹雄　（１９７２年入学、理学部長・60年史編纂室副室長）

平成２５年６月２４日
１５:００～１７:４０

工学部１号館応接室
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が少なくて済んだようでした。
古島――３００円っていうと、今で言うとど
のくらいですか？
松本――今で言うと、相当の値段でしょう
ね。
出口――「我々は３年半分しか払わんでい
いんだぞ」とか言っていましたよ。その代
わり１年の教養科目の講義では補講が多
かったように思います。いよいよ教養課程
の講義が始まったわけですが、私ども理学
部甲入学者は、教養課程では、今の五高記
念館ですね、あそこでずっと過ごしました
ね。そして２年次になって希望した化学科
に配属。今、重要文化財で残っているあの
化学実験場で化学科は卒業まで過ごしたん
ですね。その後黒髪南地区の工学部の東に
移って来たんですが。
古島――当時、食事とか、食堂とかは？
出口――自宅から自転車、汽車、電車で通
学したり、また下宿した時は自炊をやった
こともあります。米を炊いて、味噌汁を作
る。その中身は子飼橋の近くのね。
松本――子飼商店街じゃないですか？
出口――そうそう、そこで野菜等を求め、
おかずを作ったんですね。まだ、学食なん
てなかったです。
古島――昭和何年頃ですか、それは？
出口――昭和２４年です。昭和２４年の９月１
日入学ですから。
古島――授業とかが終わった後に、何され

てたんです、皆さん
は？ 
出口――最初の方は
さっさと帰っていた
ような気がします
ね。まあときどき、
図書館ね。私の入学
した頃は、旧制大学
の最後の進学予定者
である五高の３年生

が在校しておりまして、この人たちのクラ
ブ活動っていうか、山岳部がありまして
ね。この山岳部に入り、島崎の岩場に…。
松本――石神山に行きよったですね。
出口――そうそう、あそこで岩登りの練習
をしましてね。阿蘇の高岳に１回だけ行っ
た記憶がありますね。
古島――五高生と一緒だったって、五高生
と喧嘩とかしたことはないんですか？
出口――喧嘩はしませんよ。
松本――先輩ですから。
古島――どういうつきあいをされてたんで
すか？五高生とは。
出口――クラブ活動なんかで、先に申した
ように山岳部でいろいろ指導してもらった
りしておりましたね。
古島――そこはこう、「同じ熊大」という
感じでおられたんですか？ 
出口――いや、同じ学内で過ごした五高３
年制の方々は旧制大学の最後の学生として
進学される方々ですし。なにせ一緒に過ご
した期間が約７ヵ月で短かいものでしたか
ら、大先輩という思いは持っていました
が、つきあいは少なかったような思いがあ
ります。
福本――五高の学生さんと、先生方が入ら
れた頃っていうのは、勉強する場所は全然
別なんですか？
出口――科目によって違いますけどね。旧
制の大学に受験があるでしょ。で、そのた
めの補講という意味もあったのかもしれな
いけれども、ある学科になると、２～３人
一緒に講義を受けたこともありますね。
福本――生活の場っていうのは全然別々で
すか？
出口――新入生で寮に入ったようなのも
おったような気がしますけどね。
福本――五高の方と熊大に入った方が、同
じ寮生活をされていたっていうのは？
出口――あると思いますね。私はもう、熊出口俊雄（１９４９年入学）
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本の出身なもんだから、家から通うとか、
下宿をね。
古島――当時はどんな遊びをされてたんで
すか？
出口――遊びというと…別に、マージャン
とかパチンコとか。ボランティア活動はし
たことないですね。クラブ・サークルは今
言いましたような、山岳部に。だけどこれ
も、２年から実験がありますんでね。この
実験で遅くなることが多くなりまして、１
年ぐらいで辞めてしまいましたね。
古島――勉強が主体っていう感じだったん
ですか。
出口――そうですね。私ども先輩を持たな
かった１期生たちは、今後続くであろう後
輩のためにも頑張らなければとの思いを
持っていたように思います。アルバイトで
は家庭教師なんかをやってましたね。戦後
の停滞した経済状態の中にあって、卒業期
を迎えた私どもにとって就職することは困
難を極めていました。ただ、中・高の教師
への道は多少残されていたように思いま
す。全員定職にありついたのは卒業後でし
た。
山本――６．２６水害は、先生は研究生の頃
ですか？
出口――ちょうどそのときは研究生として
研究を始めた時です。あのときはよく降り
ましたね。大学から子飼駅まで帰る時ずぶ
濡れになったんですよ、傘はさしているけ
ど。その頃私は田舎から汽車で通っていま
したからね。やっと帰るのは帰ったのです
が、明くる日は一時汽車が通りませんでし
た。汽車が通るようになって登校したら大
江付近にお住まいの恩師の先生方の床下に
は、水の引いた跡いっぱいに泥が溜まって
いました。そこで化学科の友人とこの泥出
しの作業をすべく２人の先生のお宅を廻っ
たことを思い出します。
福本――掃除？

出口――はい。主に、床下いっぱいに溜
まった泥の排除の仕事でした。
古島――結構その当時は熊大生もボラン
ティアでいろいろやってた。
出口――僕らは学科の友人と一緒に水害に
遭われた学科の先生方の御自宅の泥の排除
等、早くお住みいただけるようにと何回も
訪れたと思います。
古島――松本先生、同じ世代を過ごされた
ということで。文系の。
松本――私は３回生ですね、私は山鹿の方
でですね。家から通えるというので、最初
は１年間ぐらい家から通いましたよ。そし
て、そのうちにだんだん横着になってです
ね。米を持ってきて、友達と３人ぐらい
で、一里木の上の方の下宿に…最初から下
宿するほど豊かなのはそんなにいなかった
と思います。あとは寮に入ってましたね、
五高の寮に。ほとんど全学部入っておった
んじゃないかと思います。そして、自炊を
してるときは、昼飯は五高の寮に行ってで
すね、寮生から食券を買うんですよ。寮生
も我慢して食わんのでしょうな。そうです
ね、３０円か５０円だったと思いますけどね。
福本――寮で食べられるんですか？
松本――寮の食堂で。だから寮生とも仲良
くなってですね、寮に泊まったりしてまし
た。もうその頃はもちろん、五高生はいま
せんからね、熊大の生徒ばっかりで。３寮
あってですね、一番手前は職員の方が…結

水害後の熊本大学周辺の様子
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局、教員の宿舎もないもんですからね。二
寮と三寮に学生がおったと思います。暇で
すからね、帰ってきて、あそこの子飼まで
買い物にぶらぶら歩いて行って、それであ
の辺で。まあサービスが良くてですね、魚
屋さんとか八百屋さんとか。
古島――その頃はモノは結構あったんです
か？ 
松本――子飼の商店街っていうのは、ヤミ
市みたいなもんですから。だからもうなん
でもありましたね。それでしかも、安いし。
出口――繁盛してましたよ。
松本――非常に親切ですしね。売れ残り
じゃなかろうけどもですね、もうタダみた
いにしてくれるわけですよ。だからわりか
し豊富に食料はありましたですね。
古島――どんなものを食べてたんですか？
松本――肉はその当時ほとんど食いませ
ん。だいたい魚。肉といえば、鯨ですね。
今だと鯨は高級品ですが、あの頃は鯨ばっ
かり。
古島――寮の食事っていうのは？大学の食
堂は？
松本――ほとんどカレーライス。それもで
すね、大体ちょっと頑張れば３杯ぐらい食
えるぐらいの。だからあんまり多くはない
わけですよ。
古島――当時は女子学生っていうのは結構
いたんですか？
松本――恐らく学部によって違うけど、法

文の場合は２
回 生 ま で は
４、５人だっ
たですかね。
３回生…私の
ときからはで
すね、急に増
えて２０人ぐら
い。これが優
秀な方ばっか
りでですね。その後は大体そのくらいおる
んじゃないでしょうかね。法科の方は５人
ぐらいで、文科の方は８５人ぐらいのうちに
１５人ぐらいは女性ですかね。かなり多かっ
たです。
古島――学生運動の頃は社会に学生さんが
目を向けていたんですけど、当時はどうな
んですか？
松本――そういうのはほとんどありません
でした。自分の生活がいっぱいいっぱいで
した。講義は大体ほとんど東京から来られ
る先生ばかりでですね、６月になるともう
皆さん東京にお帰りになってですね。
古島――当時、先生との関係はどうでし
た？
松本――文学部はもうめちゃくちゃ親密
で。私のところは、先生が２人。そして学
生が８人でですね。１回生が３人、２回生
も３人、３回が８人、４回は１０人おったと
思います。五高記念館の２階が研究室で、
下が講義室。
古島――出口先生は、当時先生との関係は
どういう感じだったんですか。結構厳し
かったんですか？ 
出口――いや、別に。僕が思い出すのは漱
石が言うところの「師弟の和熟は育英の大
本たり」。私どもも、先生のところに行っ
てはいろいろ話を伺うというようなね、雰
囲気がありましたね。
古島――アカデミックな刺激をある程度、1955年頃の学食の様子

松本寿三郎（１９５１年入学）
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先生から。やはり一歩、三歩下がって、「師
の影を踏まず」みたいな感じだったんです
か？
松本――意外と身近でしたよ。今言われて
思い出すのは、外国語の単位をもらいに
行ったことですね。１人じゃいかんもんだ
からですね、先輩・後輩、先生によって、
出身校でちゃんと連れて行く。
出口――今言ったように、先生方との交わ
りというかね、そういうのも、我々が押し
かけて行くこともあるし、先生の方で「今
日は一緒に食事したいから、一緒に来い」
というようなことで行ったりね。考えてみ
ますと。まあ、人数も少なかったですから
ね。そういう集まりっていうのは、それぞ
れの研究室で、ありましたね。そういうこ
とで先生方との、和熟って言うんですか
ね、それが生まれてきたんじゃないかとい
うような気がしますね。

２．６０年安保以後

古島――だいたい東大６０年安保の頃大学で
頑張った人が今、７４、５歳ぐらいですけれ
ども、その後、次の７０年安保から学生運動
に至る、大学が一番大学らしくて元気よ
かった頃を山本先生や佐田富先生にちょっ
と回想していただきたいと思います。熊大
の当時の状況っていうのは。

山本――僕が
入学したのが
昭和４２年の４
月。４４年の１
月に教養部が
ストライキに
入ったんです
けれども、当
時は教養部体
制というのが

非常にしっかりしていました。医学部の場
合は特に、医学進学課程と医学専門課程っ
ていうのにはっきり分かれていたので、２
年間は全部教養部で勉強するという形だっ
たんですね。他の学部は、１年間は教養部
で、それから後は半分ぐらいは専門と教養
と、っていう風な形で教育を受けていたと
思うんですけれども。社会は高度経済成長
期ももう十分進んでいた頃で、非常に豊か
な社会になっていたと思います。教養部は
非常に自由な雰囲気があって、それでクラ
ブ活動も非常に盛んになっておりました。
片方でですね、ベトナム戦争、それからベ
トナム戦争の流れでアメリカにはヒッピー
というものが出てきて、我々が大学に入る
前ぐらいのところで、中国の文化大革命っ
ていうのが盛んに報じられて…日本の当時
の大新聞っていうのはみんな文化大革命を
称賛している風な時代だったし、それから
ラジオはもちろんのことなんだけども、テ
レビも相当普及してきていたので、世界的
なニュースっていうのがかなり早いテンポ
で学生たちに入ってくるっていう風な状況
になっていたと思います。それで、我々は
昭和２３年、２４年に生まれた、いわゆる「団
塊の世代」だったんで、小学校・中学校の
教育っていうのがですね、すごく民主的な
教育を受けてきた。ホームルームをやっ
て、子ども会をやってっていう風なことを
やって、それで自分たちで政治的な考え方
のトレーニングを受けてくるっていうよう
な、そういう世代でですね。その過程で社
会に関する正義感っていうようなものが叩
き込まれるっていう風なことがあって。し
たがって学生っていうのは、非常に青臭い
んだけども、社会正義感に燃えていたって
いう。先ほどの東大紛争っていうやつが、
１９６９年の１月の頭の方で、安田講堂が学生
に占拠されるっていうことが起こったんだ
けども、実はそのおかげで日本全国の大学山本哲郎（１９６７年入学）
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に飛び火するっていう風なことが起きてで
すね。それで、７０年…まあ６９年の１月から
たぶん半年ぐらいが一番全国的に紛争が拡
がった時期だったろうという風に思いま
す。それから半年ぐらいの間が、熊本大学
が非常に大きな争いの中にあったっていう
時代だったと思います。で、その中身をで
すね、詳しく喋るっていうのは、まあ、
我々が死んだ後ぐらいがいいと思うんです
けどね。先ほど古島先生から話がちらっと
出たようにですね、その前の世代…６０年安
保の世代は特にそうなんだけれども、知識
人と大衆っていう区別っていうのが、非常
に意識が強く持っていた人たちで。大学を
出たエリートっていうのは、知識人として
大衆をリードしていかなけりゃいかん、指
導していかなきゃいかんっていう風な考え
方っていうのが非常に強く持ってた人たち
の世代だったと思います。それに対して
我々の「団塊の世代」っていうのはですね、
大学に入ってそれなりにエリートなんだけ
ども「自分たちは大衆でありたい」って風
に、大衆志向の強い世代だったように思う
んですよね。だから何というか、そういう
知識人としての言論活動で戦い合うってい
うようなものよりは、大衆的に運動デモや
大衆団交をするとか…そういう自分を「大
衆化」していくっていう風な方向性を強く
持っていたような気がします。大学自身が
大衆化していった、同一世代が入ってく
るっていうような状況だったんで、「大学
の大衆化」と「学生の大衆志向」っていう
ものが、一緒になった形で全国の大学紛争
がまあ進展したんだろうと思うんです。た
だこれは世界的な潮流もあって、ちょうど
フランスでも、パリ大学でカルチェ・ラタ
ンが起こっていて。先進諸国では、大学生
がいろいろ社会に対して、批判して反抗す
るってのが起こっていた。我々の世代の紛
争が抑え込まれてから、もう本当に学生た

ちは大人しくなってしまった。
古島――今、「大衆化」って言いましたけ
ど、当時、私の記憶だと、「大衆」っていう
のは労働者階級のことを言ったように思い
ます。一般大衆に迎合してはいけないとい
うのを一方で学生の人たちは言っておられ
たんで、恐らくこの「大衆化」っていうの
は、今で言う「民衆」とはちょっと違いま
すよね。学生運動が衰退したのは、今山本
先生がおっしゃったように、連合赤軍とか
ああいう事件の後、１９７０年前後に、いわゆ
る知識人がさーっと引いていって、誰も支
持しなくなってから。私が入った頃、何人
かはまだ残ってましたけれども、それでも
そういう人たちが１年１年いなくなって、
７４年か75年にはほとんど熊大からいなく
なった。教養に入った当時、「クラトー」
とかいってよくやってましたけど、そうい
うクラトーもほとんど学生が支持しなく
なっていたっていうのが、浅間山荘事件に
始まるあそこのところ。たぶんあの辺か
ら、大学も、教養の先生たちも随分変わら
れて、今で言う本当の先生らしくなられ
た。それまでは結構学生といろいろやって
た気があるように思うんです。だから７０年
前後っていうのがやはり、大きな大学の節
目で。それから国や大学も締め付けってい
いますか、ずっとこうやって今に流れてい
るっていうのが流れかと思いますけれども。
福本――今日のお話は特にストライキを宣

熊大紛争（1970年）
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言された山本先生ですとか、元気のいい古
島先生ですとか、学生の元気のいい部分の
話を伺ったような気がしますけれども、み
んなそうだったのかな？という風にも思う
んです。学生全員がそういう運動をしてい
たわけではないんじゃないかと。そうする
と、ほかの学生はどういう風な学生さん
だったのかと。
山本――熊大紛争が始まった頃っていうの
は、寮の問題はあったんですけど、直接の
問題になったのは生活協同組合の水道光熱
費・什器備品代っていうのを大学に負担し
てくれっていう風な世知辛い話のやつで、
それをしないと、６５円だった昼飯が７０円に
上がるっていう。最初のスタートは非常に
少数の学生がやってたんだけれども、やっ
ぱり安田講堂事件のあれがですね、非常に
学生の団結意識っていうのに火をつけるっ
ていうような役割をしたと僕は思います。
ストライキを宣言した後はですね、参加し
ない方が非常に少なかったと思いますね。
あとは、７月、８月ぐらいにばらばらに
なって、で、講義がいろんな学部でばらば
らに始まっていくって風になっていった。
最終的には結局まとまりのつかない形で全
部終わってしまったんです。そのとき、途
中までは、ストライキを支持している学生
が大半で、あるところぐらいから逆転現象
が起こっていって、ま、後ではやっている
のが非常に少数っていう風になったんだけ
ども「俺には関係ないや」っていう風な感
じでいたのはほとんどいなかったと思いま
すね。
古島――佐田富先生は、その頃は？
佐田富――僕は、一番ひどい時を知らない
ですね。というのは、入学する１年前が
ちょうどピークの年で。１年前のときは、
東京大学の入学試験がなかった年ですね、
安田講堂の事件で。それで僕が入ったとき
には、まだ熊本大学は学生運動が少し残っ

てはおったんですけ
どね、もうピークは
過ぎていました。１
年前の人たちの話を
聞くと、「入学して
しばらく遊んどけ」
ということであった
と。確か半年ぐらい
自宅待機になった
と、そういう風に聞
いています。その割にはちゃんと卒業でき
ているのが不思議だなと思います。僕らが
入ったときはまだ学生運動が残っておりま
して、授業時間の始まりのときに、活動家
の人たちが来て、「オルグ」っていうんです
か？そういう活動されたりとか、それから

「自分たちの仲間に入って活動しないか？」
とか、そういうことはありましたね。それ
から、たまにですけど、デモがあってまし
て、私もわけわからんでデモに参加したこ
ともあります。そんなに政治的に強い意志
を持っているわけではないんですけどね、
なんとなく、そういうのに参加するのが大
学生かなという、そのくらいの感じで参加
していた。ただ、だいぶ先生方の考え方
が、僕らが入ってきた頃には変わってきて
たような気がしますね。特に若い先生方
は、やっぱり「昔の先生と同じじゃいかん」
という風な考え方をお持ちだったみたいで
すね。それで我々が入ったときは…工学
部っていうのは一色じゃないですから、学
科でいろいろ違うので、僕らが入ったとき
は機械は前の年ともうカリキュラムを全部
変えられました。ですから、「先輩に聞く
な」というようなことを言われて、新しい
教育カリキュラムでだいぶ勉強させられま
した。
古島――当時は先生も学生をある程度大人
として扱ってくれて、そこが高校と大学の
違いかなっていうのがありましたよね。

佐田富道雄（１９７０年入学）



11第１回座談会

佐田富――そうです。今はものすごく子ど
もになりましたのでね。
古島――やっぱりある程度先生に対しては
尊敬の念はあって、授業なんかでも今は、
ああだこうだ文句を言ってきますけれど
も、当時はある程度自分の問題としてやっ
てたので、よっぽどひどい場合は別にし
て、一般的に講義や授業に対するクレー
ムっていうのはなかった。私が７２年に入っ
たときも、もうそんな状況で。まあもう山
本先生たちの世代もすっかり足を洗われ
て、大学も民主的になって、ちょうど新し
い―――例えば、フォークソングが流行っ
たりとか、新しい文化がキャンパスに入り
だした、ちょうどその頃で。いわゆる「四
畳半フォーク」みたいな。学生さんはどっ
ちかといったらああいう「四畳半の世界」
に行って、熱い人は余りいなくなって。今
でいう男女交際も含めて、周りにもそうい
うのは結構たくさんいた。山本先生の頃も
いたんでしょうけど、余り目立たなかった
ですよね。それがキャンパス内でも目立つ
ようになったっていうのは、恐らく大学が
平和になったっていうことかなっていう気
も…。やっぱり私はね、大学の授業は高校
の授業とは違うなっていうのは、非常にそ
れは感じましたね。新鮮味があったような
気がしております。
佐田富――あれは単位がね。学部によって
違うと思うんですけど、我々のところは１
年のときの数学１科目落としたら留年。そ
ういうのが今と全然違うんじゃないですか
ね。それから語学も２つ落とすと確か留年
だった。
古島――確か１３４単位…今より１０単位ぐらい
卒業要件が多くて、昔は一般教育と教養教
育で両方単位を揃えておかないといけな
かった。大綱化前はみんなそうでしたけれ
ども。それが１２４までどんどん落としてき
て、今の方が学生さんはだいぶ楽になってて。

３．共通一次世代――１９８０年代

古島――どんどん世代が若くなってきま
す。深町先生どうですか？
深町――私の頃になると、「遅れてきた世
代」なんでしょうね…「シラケ世代」とい
うような世代なんだと思うんですけど。私
８２年卒になってますけど、実際は２年留年
してますので、ちょっと前っていう感じな
んですね。まだ生協裁判が結審していませ
んでしたので、熊大は最後に残った紛争校
だとか言われてました。それで、生協で頑
張ってる友達なんかもいまして、オルグに
もときどきはいろんなセクトの人が来てま
した。みんなまあそれなりに耳は貸すんで
すけど、あんまりちゃんとは聞いてない。
ちょっと言ってることが乖離しているって
いう感じがありましたね、生活観と。ただ
生協裁判があったおかげで、当時生協は

「日本で一番美味しい食堂だ」って言われて
本当に美味しいっていう実感がありまし
た。当時は生協でみんなよく食事をしてい
たと思います。そして、生協の食事が下宿
の食事とそんなに引けを取らないぐらい、
値段的にもリーズナブルだったような。そ
れも恐らく闘争中だったんで、頑張って組
合員に味方をしてもらおうという気持ちが
強かったんじゃないかなと思います。そう
いう具合ですので、例えば、私たちの頃は
水俣病の問題
がまだやっぱり
ピークにあった
頃ですので、
自主講座とか
そういったこと
を学生で勉強
したりというよう
なことはやって
まして。 私は 深町公信（１９７６年入学）
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あんまり関わりはなかったんですけど、よ
くそういう自主ゼミみたいなものには行っ
てました。ただ、それがじゃあすごく切実
な気持ちで行ってたかというと、もう既
に、そういうことをやるのがファッション
になっていたっていう感じがありまして。
一方で私はレコード集めたりするのが好き
でしたので、よくみんなと夜通しレコード
を聴いて、そして好きな曲をカセットテー
プに入れて渡したりっていう、今の若い人
がやっているもののはしりのようなことを
やっていた。まだまだ今みたいに豊かって
いうほどじゃなかったんでしょうけど、相
当生活を切りつめないとやっていけないっ
ていう時期じゃないので、そういうのが恐
らく、学生運動なんかの理解にもだいぶ違
いが出てきているのかなって、今、先輩方
のお話聞いてまして思いました。
古島――山本先生の頃はアルバイトってい
うのはどういうのを？
山本――医学部の場合は家庭教師が非常に
多かったんですけれども、子どもたちの学
生塾で教えているっていう風なこともやっ
ていました。今みたいにレストランとかで
アルバイトするっていうのはほとんどな
かったような気がしますね。
古島――私が思うのは、夜、いわゆる飲み
屋とかでアルバイトしている女子学生が余
りいなかったんです。最近、結構女子学生
に聞くとそういうのが多いので。当時は女
子学生は家庭教師とか、レジやったりと
か、そういう仕事をしていたように思いま
すね。今は夜遅くに女子学生が帰るみたい
な状況で…まあもともと、この辺は物騒な
ところでしたから余り下宿している学生も
そうなくて。だから女子学生が増えていっ
て、男子学生以上に、女子学生の生活って
いうのが随分変わったんじゃないかなって
いう気はしているんです。その辺宮瀬先生
の方から感じられることがありますか？

宮瀬――私は卒業が１９８１年なんですけど、
もちろん大学紛争は完全に終わっている。
で、共通一次の直前ぐらいの世代でした。
まだ、男女雇用機会均等法なんかありませ
んので、４年大を卒業した女子っていうの
は田舎では就職がない。教育学部はまだ就
職状況が良かったですから、みんな教員に
なる。若しくは公務員、というところだっ
たんですね。一般企業では、例えば生命保
険会社なんであったら、短大卒は採るけれ
ど、４年卒は採らないよっていう時代でし
た。ただもう、いわゆる詰め込み教育とい
うんでしょうか、系統的な学習っていうの
が重視されだした世代ですので、受験勉
強っていうのは、それなりに厳しくなって
きていた時代だとは思います。大学に入っ
て逆に、受験勉強とは違う、社会に対する
関心の度合いみたいなものを試されるよう
な授業内容が多くって、例えば、ベトナム
戦争と日本の関わりであるとか、アメリカ
の黒人差別の問題についてどう考えるかみ
たいなことを、英語の先生に問われて。受
験勉強だけやってきた世代なので、なかな
かそういうことを知らずに大学に入ってき
て、そういうことを学ぶのが大変新鮮な気
持ちでした。大学内には立て看みたいのが
あったんですけど、なんかもう自分たちに
は関係のないっていうような感じの人の方
が大多数だったと思います。授業の前に１０
分間ぐらい、自治会活動だったと思うんで
すけども、ちょっと
時間が欲しいという
ことで来られて、な
んかこう話をされて
いたり。クラスから
２名ずつ、一応、自
治会の係みたいなの
を出してくれって言
われたんですけど、
実際どういうことを 宮瀬美津子（１９７７年入学）
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やってるのかっていうのは無関心のまま
で。ちょうどですね、あの大学の変換期っ
ていうんでしょうか、大学の授業料も私立
並みに上げていくんだっていうような時代
に差しかかってましたので、私の授業料は
１ヵ月８，０００円で、年間で９万６，０００円だっ
たんですかね。自分が８，０００円だったとき
に４年生の先輩が３，０００円ぐらいだったん
ですね。で、１浪して入った同級生は授業
料が年間１０万円を超していました。私は大
学を出てすぐ、小学校の教員になったんで
すけど、そのときの初任給が…基本給がで
すね、１０万４，０００円だったと思うんです。
で、今教員になって、学生に新採用の先生
の基本給はいくらっていう話をするんです
ね。大体２０万ぐらいなんです。そうする
と、教員の初任給がおよそその間に２倍に
なったんだけれども、大学の授業料は５
倍、６倍と上がっている。そういうことを
話すと、学生もすごく「うーん…」って。
もう、お金が無いと大学に…っていう。特
に最近は経済的理由で４年生で退学をして
しまう人もいて、高等教育への支援のあり
方みたいなものを考えさせられずにはいら
れないですね。それから、昔は教育学部を
出て、すぐ教員になると、奨学金を返さな
くていいというのもありました。だから、
非常に奨学金をもらっていた。今はもうそ
ういうのもなくなって。昔は非常に充実し
ていたように思います。当時教育学部で
は、小・中・高、そして幼稚園免許まで取っ
てっていうようなですね、取れるものは何
でも取ろうという時代だったので、卒業ま
でに１８２単位ほど取りました。しかも、ま
だ１００分授業で、４コマだったんですね。
土曜日も授業があってまして、それでも足
りずに土曜の午後も１コマ授業を受けてい
ました。私は家庭科だったんですけど、実
験実習が結構ありましたので、例えば衣服
実習っていうと、２コマ分ゆうに使ってそ

れでも終わらない、っていう形でしたの
で、３年生とか空き時間がないぐらい。も
う少し、社会的なことも関心を持って、ボ
ランティアとかいったような余裕はちょっ
となかったかなあ、というように思いま
す。毎日きっちり朝から夕方まで学校にい
て、勉強していたような気がします。今、
私の学科のスタッフは６名なんですけれど
も、私が学生の頃は先生が９名おられまし
た。３分の２になっているんですね。で、
学生数はほとんど変わらないんです。定員
削減だとかそういう問題の中で、専門の先
生が減ってきていて、逆に教員の立場に
なってくると、学生の興味関心に応えるだ
けの環境を用意できているのかなというと
ころで、ちょっと申し訳ないような気もし
ています。そういう中でもサークル活動な
どは、結構熱心だった。私は１年間だけマ
ンドリン部に入ってまして、そのとき新聞
社の方が取材に来られたんですね。ちょう
どマンドリン部が創立２０周年だということ
で、生協の２階で練習している風景を。そ
の横にはですね、立て看がありまして、時
代を表しているかなあ、と。一方ではです
ね、楽しいのもいろいろありまして、ダン
スパーティー、先輩たちは合コンだとかで
すね、そういうのがありました。大学の近
辺にマージャンの雀荘っていうんですか？
ああいうのがありまして、男子学生はそう
いうところに徹夜でマージャンをしたりっ
ていうのもあっていたようです。パチンコ
はそれほどでもなかったのかな、よくわか
らないんですけれども…。
古島――子飼にパチンコあったですね。
宮瀬――アルバイトは家庭教師がほとんど
だったんですけれども、今の保健センター
の１階に学生課みたいなのがありまして、
アルバイト情報がずらーっと貼ってありま
した。当時ですね、夏休みの男子学生向け
だと思うんですけど、肉体労働で効率よく
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稼げるよっていう、イ草を夏に刈るという
ようなバイトなんかもありました。
古島――確かにあった。
宮瀬――それから、当時は単位取得確認の
ために教養部に成績がずらっと貼り出して
ありましてですね、科目と氏名と優良可み
たいなものが貼ってあって、なんか個人情
報どころの騒ぎじゃないみたいなですね。
割とオープンな感じでですね。それから、
就職活動っていうのについていうと、教育
学部はもうほとんど教員になるということ
で、教員採用試験に向けて勉強していたん
ですけれども、ちょうど私の学年のときか
ら、九州は採用試験の試験日が一緒になり
ましたので、１つ上の先輩までは大体２県
ぐらい受けておられた。ほとんど全員合格
してました。私たちの時代も各県いろいろ
あったんですけど、私の同級生は全員教員
になりました。今の学生はちょっと気の毒
なんですよね、採用数が少ないというとこ
ろで。まあトピックスということでは、大
学の中で、特に学部の中でいろんな行事が
ありまして、体育祭なんかは盛大にやって
まして、前夜祭からやって本番をというぐ
らいに。まあ忙しい中にも、そういうよう
な活動に対しては、取り組めていたような
気がします。教育学部は女子学生が多かっ
たんですけど、道向こうの工学部あたりに
は女子学生が少なかったですから、前夜祭
のときには工学部の学生さんが一升瓶片手

に冷やかしに来てましてですね、そういう
楽しい思い出もありました。
古島――運動会とか、一時期やってました
よね、教育学部は。
宮瀬――今でもやってるんですけど、参加
がすごく少なくてですね。
古島――前は武夫原で結構派手にやってた
ような。
宮瀬――はい。私たちの頃、１年生は昼休
みの時間に仮装行列、２年生は前夜祭で出
し物をやるっていうように決まっててです
ね。すごく盛んにやってました。
古島――どうですか、甲斐先生は？同世代
ということで、ちょっとキャンパスは離れ
てますけど。
甲斐――宮瀬先生がまじめに大学行ってる
ときに、ほかで遊んでたという対照的な学
生だったんですけど。私はちょうど共通一
次の第１期で、受験チャンスも１回だけと
いう環境で。先ほど山本先生の話をお伺い
しましたが、小学校５年生のときにテレビ
で大学紛争を見て、親とは「大学行くもん
じゃないね」って、そういう話をしてたん
ですね。田舎なもんですから、身近に大学
生がいない環境だったので「大学ってこう
いうところか」っていうのがあったんで
す。高校のとき、中村雅俊の『俺たちの
旅』っていう番組があって、大学を謳歌す
るような良いのだったんですよ。我々共通
一次のときっていうのは、ほんと受験戦争
真っ盛りという時代
で、「大学に入った
ら絶対遊ぶぞ」とか

「遊ぶために大学に
行くんだ」というぐ
らいの高校生が多
かったかな。ちょう
ど我々１年生に入っ
た時に、宮崎美子さ
んが……。

掲示板でアルバイトを探す学生

甲斐広文（１９７９年入学）
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宮瀬――同級生です。
甲斐――同級生ですね？我々の１つ下に斎
藤慶子さんがいて、熊本もそれなりに全国
的に注目を集めている時代だったかなと思
います。あとはまあ、宮瀬先生が言われた
ように、子飼パチンコは…子飼パチンコっ
て「ミカサパチンコ」だったかなって思う
んですが、ちょうど１年生のときにまだ手
打ちが残っていたんですね。我々のときか
ら少し、手動から電動に変わり始めたよう
な時代で。あとは雀荘から食堂から。大体
４００円で山盛りの焼肉定食がこの近辺で食
べられた。それが唯一の贅沢で、お金がな
いときは生協に行って１００円カレーを食べ
るという。大体そういうことが学生生活の
中心だったかなという風に思います。あと
はですね、講義は、当時は基本的に授業ス
タート３０分遅らせてくれる先生とかです
ね、出席をとらない、あるいは出席とった
としても代返ばっかりで。ただそれが逆に
いろんなことを考えさせられて、自由で本
当に良かったなあと。今の、ある意味の学
生的なものとか対比すると、余りにギチギ
チになってしまっていて、受験勉強以降も
ギチギチの生活を送っている。それから社
会に出ていく。人生のうちのどこで謳歌し
たんだという時がないままじゃないかな。
我々はあの時間があったからこそ今がある
というか、社会に出て頑張ろうかなという
気になれるのかなという気がしています。
あとですね、カラオケがちょうど流行り出
した頃でした。それから黒髪祭が本当に楽
しかったですね。今と違ってお酒を好きな
ように飲んで。確かに喧嘩とかもありまし
たけど、それもそれで若い頃の楽しみの１
つで。
古島――いつ頃まで酒飲んでよかったんで
すかね？先生の頃はまだよかったんです
か？
佐田富――江口先生が学長のときからで

す。あそこで変わりました。
古島――じゃあもう、随分最近まで飲んで
たわけですね。薬学部は女子学生っていう
のは、昔から今までずっと多いでしょう？
甲斐――そうですね、我々、共通一次前は
ですね、女子学生が８割、男子が２割ぐら
いですかね。共通一次のときになぜか、男
子が４割ぐらいから５割近くなった。我々
の世代からしばらくは男が結構多くてです
ね。マージャン、パチンコ、飲み会から何
から、すごくアクティブにやっていた時
代。それから７、８年するとまた女子学生
がどっと増えた。世界の景気に応じて、な
んとなく変動しているんじゃないかな、と
いう気がしますね。当時はやはり、女性は
ほとんど薬剤師になるために薬学部に入っ
ている。で、男性は逆に「薬剤師にはなら
ん」と。だから研究とか社会、会社とか、
はっきり分かれていたんですね。だからな
んとなく社会の流れに応じて、不景気だか
ら今はまたちょっと薬剤師希望者が増えた
りとかはありますね。就職は、我々のとき
は面接受ければOK。あとは教授の推薦で
すべて決まったと。だから教授が会社名を
ばぁーっと出して「好きなところを選べ」
と。そこ行って面接を受ければ終わりとい
う。我々の後、１０年後はバブル真っ盛り
で、もうどこでも行ける。それがバブルが
弾けた後はどこにも行けない。ほんとにも
う社会の動向…就職先にも影響して…。あ
る意味で、学生はかわいそうなんですけど
ね。大学院まで行って本当に研究所に行き
たいと思っているのに、社会の流れでそれ
を諦めた、ダウンしたっていう学生もたく
さんいました。
古島――自治会みたいなのは薬学部はある
んですか？
甲斐――あります。我々が大学院生ぐらい
のときには、「剛毅会」っていうのができた
んですけれども、男だけの会で、ふんどし
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穿いて、上通り下通り走って、酒飲んで、
清正公まつりで神輿を担いで。やっぱり男
も元気になろうというような。女性がどう
しても多いからですね、そういう活動は結
構あってましたね。
古島――工学部はどうですか、女子学生の
変遷は。どんどん増えてるでしょう。
佐田富――学科によってものすごく違いま
すね。僕の所属している機械は一番少ない
ところです。油汚れするようなイメージを
持つんじゃないかと思うんですけど、ベー
スは物理数学です。
古島――例えば入ってくる女子学生のモチ
ベーションは、昔と今のでの変化っていう
のは。
佐田富――女子学生は非常にモチベーショ
ンがあって入ってきている。最近は男子学
生が非常にモチベーションがないです。昔
ははっきりしていた。高度成長期、日本の
科学技術っていうのはいろんな面で「これ
は世界一になりました」とかそんな時代で
すからね。だから私が機械を選んだのもそ
ういう意味なんですよ。世界をリードする
ような科学技術者になろうと。もう大学に
入る前から決めていました。だから、そう
いう意味では昔の学生の方が非常にはっき
りしとったと思うんですね。それから、大
学の間はなにしろ自由ですから、「何でも
やっておこう」というところはあったよう
な気がしますね。「社会に出たらちゃんと
まじめに仕事しよう」ということで。運動
会でも、工学部の運動会は、最近はもうだ
めですけど、当時は先生もみんな、前の晩
から来られて、一緒に酒飲みながら。本当
に楽しかったです。
古島――そのバンカラ的なイメージが残っ
ていたのは、７０年代、その辺までですか
ね。８０年代の半ばぐらいだともうそういう
雰囲気じゃないでしょ？７０年代はまだ社会
が、バンカラ的なイメージを熊大に持って

いた時代があって、それがどんどん細く
なって。
佐田富――やっぱりものすごく落差をもの
すごく感じましたね。
古島――甲斐先生の頃、バンカラは。
甲斐――ありましたね。工学部の運動会が
楽しいと。
古島――やっぱり工学部が代表してました
からね。その工学部がだんだん上品になっ
たっていいますか。
佐田富――運動会は１回中断しました。１０
年間ストップしたんですね。
古島――何か理由があったんですか？
佐田富――引き継いでくれる人がいなく
なった、それだけですけどね。
古島――学生同士の横のつながりっていう
のが昔から比べると…。
佐田富――今はもうどんどん。今運動会に
出ている人の比率は非常に少ない。だけ
ど、出ている人たちはすごく楽しんでいる
ような気はしますね。今は酒飲めないです
けど。

４．教養部解体前の学生生活

古島――最後に９０年代。教養解体の動きが
あって、教養部の先生が浮足立ったのがこ
の頃ですね。設置基準の大綱化が１９９１年で
すので、それから２、３年して各大学で解

工学部の運動会（1980年）
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体が始まって。熊大は１９９７年に教養解体し
ました。１９９７年だから随分遅いですよね。
大坪――先生方が今おっしゃられた学生運
動とかは、もう先輩から「俺たちの時代は
な」って風に聞く話だったんですよ。私は
考古学なんですけれども、日本各地いろん
な所に、発掘がよその大学でやってるよと
いうと、その現場に行くんですけれども、
たまたま赤いヘルメットを持って行っ
ちゃって「お前はどっちなんだ」と言われ
たとか、そういう話を昔話のように聞いた
世代ですね。ただ大学に入って、名残とい
えば、今の北地区の生協の所のトイレに

「金大中氏を殺すな」っていう貼紙が貼って
あって、それを見てものすごく「怖い」っ
ていうイメージを抱いたぐらいで、今日お
聞きした話っていうのは本当にひと昔とい
うか。下宿とかアパートは、私たちが選ぶ
ときには、ユニットかユニットじゃないか
とか、そういう基準でした。私は合格発表
があって１週間後に熊本に下宿探しに来た
ら、きれいなそういうユニットバスがあり
ますよとかいう所がもうなくて、おばさん
が居て間借りをさせてくれるような所の１
室を借りたような感じでした。
甲斐――銭湯は、まだ？
大坪――銭湯はもう入ってないですね。同
級生では行ってる子もいました。黒髪の八
幡湯っていうのが残ってましたし、たぶん
６丁目…５丁目かな、にも銭湯があったの
で、男の子なんかはよく入ってました。
佐田富――今はもうないですよね。
大坪――私が入った頃はバストイレが共用
のアパートに住んでいる子はそこに入りに
行く感じでした。あと、私も子飼商店街で
お買い物をして、自炊をしていましたけ
ど、やっぱり生協が安く食べられるので、
生協にもよく足を運びました。私のときに
は、私はもちろんしないんですけど、男の
子はマージャンよりはパチンコをしていた

ような気がします。それと、私の先輩まで
は卒業論文を原稿用紙…４００字詰めの原稿
用紙に手書きっていう方が１人残っていた
ぐらいで、ようやく学生身分でも、１人１
台ワープロを使って書いていました。私が
修士を出る頃には、windows９８を贅沢な学
生は持っているかっていう世代だったなあ
と思います。携帯電話も、流行もの好きっ
ていう子が学年で１人持ってるか持ってな
いかぐらいでした。当時は学生証が今みた
いにプラスチックのカードではなくて、ま
だ紙の学生証でした。成績証明書は学務に
行って、お願いしてもらうとかだったなあ
というのと、履修届が、今、学生さんはパ
ソコンで入力をするんでしょうか？当時は
履修届っていうカードを教務でもらって、
それに自分が取りたい科目と時間数とを書
いて、ひと束にして出すっていうことをし
ていたな。あと、先ほどアルバイトの話が
ありましたが、アルバイトの情報が保健セ
ンター２に貼り出してあって、大体家庭教
師が多かったんですよね。男子にも女子に
も。だけど、私の先輩とか同期でいくと、
パーティーコンパニオンっていうバイトが
ありました。
古島――ありましたね。
大坪――それから、私が入学した頃は、夏
休みは７・８月で前期だったんですよね。
今は８・９月になってるんですけど、７・
８月で前期の試験が９月。なので藤崎宮例
大祭の練習の騒音の中で前期の勉強をして
いたのを思い出しました。ちょっと今ぱっ
て思い出すのは、大学祭は私が入学したと
きもまだ黒

コク

髪
ハツ

祭で、もうとにかく北地区の
生協の前のあのきれいな芝生の所のいっぱ
いいっぱいまでテントが立ち並んで、お酒
ももちろんもう無礼講で、本当に夜通し飲
んでたっていうのを覚えてます。やっぱ
り、それがやっぱり大学に入って「ああ、
大人だな」っていうのを実感した瞬間でし
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たね。
古島――どうですか？一言、今まで聞いて。
福本――私は、世代は今の大坪先生から
遡っちゃうんですけど、甲斐先生と一緒
で、共通一次最初の年です。さっき話に出
ましたけど、やっぱり受験戦争の時代、大
学入ったところである程度目標達成みたい
な。大学での勉学という意味では、正直法
学部っていうのは大教室で勉強するところ
ですので出席も採りませんし、試験も前期
１回、後期１回というような感じで受ける
だけです。学生生活の中で、学校に来る目
的っていうのは、僕の場合、サークルがほ
とんど。大学では探検部に入ったんですけ
れども、探検部は、土日になると山に行っ
たり、洞窟探検…ケービングに行ったりっ
ていうようなことを月に２、３回やると
いったサークルでした。サークルで思い出
すのが、サークルボックスが、僕が１年の
冬休みのときに火事になって燃えたんで
す。火元が実は探検部で、誰もいないとき
だったんですけど、ちょうど冬の合宿の朝
に来たら、燃えてなくなっちゃっていた。
山本先生たちは学生運動されていたという
ことですが、私たちも実はサークルボック
スが燃えた後に、代替施設を建てて欲しい
ということで、大学にいろいろ申し出をし
ました。たぶん私たちが最後じゃないかな
と思うんですが、デモ行進を実際やりまし
た。新しくサークルボックスは、その後

プールの南側
に 建 ち ま し
た。それから
探検部という
性質上、夏休
みには長期の
合宿に行くん
で す け れ ど
も、その長期
の合宿に行く

ために、そこそこまとまったお金も必要に
なってくるので、長期のバイトをやるんで
す。熊本には全国の松喰い虫を駆除に行く
ようなバイトがあったんですね。私はその
バイトをしていまして、当時は１日大体
８，０００円から１万円ぐらいのバイト料がも
らえました。これは熊本市でするんではな
くて、例えば東北ですとか、九州でも佐賀
だとか長崎だとか、そういった所の松林が
ある所に松喰い虫駆除に行くんです。た
だ、一般的にはやっぱり家庭教師が多かっ
たです。学部でいうと、法学部っていうの
は２５０人ぐらいいるんですが、女性が大体
１０分の１ぐらいでしょうか。僕らの頃ぐら
いまで、男性がほとんどの学部でした。女
性はほとんど家庭教師をしていましたし、
就職も女性は公務員という道が多かったと
思います。男性も公務員が多かったんです
が、ちょうどバブルのはしりの頃ですの
で、就職については、文系理系関係なしに
情報系の会社、コンピュータ関係の会社っ
ていうところが就職先としては出てきてま
した。民間では金融関係の会社、銀行です
とか生命保険とか、そういったところに就
職する人たちが多かったですね。大学祭に
ついては…黒髪祭にサークルでテントを出
して。前の日は準備を、当日は自分たちが
学年が下のときには店番・テント番をやり
ましたけど、だんだん学年が上になってく
ると、当時、黒髪祭はロック・インとか

黒髪祭のステージ

福本哲也（１９７９年入学）
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ジャズ・インとか、そういうので学外の人
たちも来られてましたので、そういう人た
ちと、朝まで、騒いでいたのを思い出しま
す。
古島――就職状況っていうのは随分やっぱ
り変わったんですか？
福本――良かったです。まあ選ばなけれ
ばっていうのはあったと思いますし、中央
の企業でも、例えば、丸紅だとか日商岩井
だとかそういった商社にも入ってます。先
生たちからの紹介というよりも、結構当時
は先輩が毎年リクルートに来てまして、先
輩から「お前来ないか」みたいなそんな感
じの声掛けから始まって試験を受けてみて
…というような感じの就職活動が多かった
ですね。
古島――面接に行ったら、会社から旅費が
出てたでしょ？今は全然出てなくて、自腹
で行かなきゃいけないんですよね。
福本――そうなんですよね。
佐田富――両方ある。
古島――両方あるんですか？工学部あたり
はどこか会社から？
佐田富――会社の方から推薦依頼っていう
のが来て、推薦依頼で行く場合は旅費が出
ます。
古島――就職って工学部の場合は大体推薦
で行くんですか？
佐田富――学科によって違うと思うんです
けど、うちの学科は推薦の方が多いです。
福本――もうOBの方は来られるっていう
のはないんですか？
佐田富――OBは来ます。でもOBが決め
るっていうのじゃなくて、現役の学生が親
しみを覚えてくれるよう、会社のPRに来
ていますね。
古島――先生が学生の頃から大体そういう
感じですか？
佐田富――いや、僕の学生の頃はOBなん
か来なくても。よりどりみどりというか、

選んだら必ず通るという時代でしたね。

５．教養解体前までを総括して

古島――まあひと通り話していただいたん
ですが、出口先生・松本先生たちがおられ
た頃と比べてどうでしょう。
松本――変わってますね。
古島――どんな感じに思われます？
松本――初期の頃は、コンパなんてものは
全然ないわけですね。世の中全体があんな
んだし。私はその後２０年経って大学に帰っ
てきたんですけど、その頃は研究室でコン
パやるでしょ。ああいうのが全然なかった
んで、ちょっとびっくりしました。
古島――もう学生の質が変わったと。まあ
僕らの世代も質が変わった世代だと思うん
ですけれども、大体どの辺がターニングポ
イントだと思われますか？
松本――どの辺でしょうかね？　先生も変
わりましたよ。五高の先生っていうのは、
教えてくれんのですよね。読む本だけ教え
てくれる。だから、昔は講義があると、と
にかく全部ノートをするわけですね。本の
名前が出たらもう幸せな方で、これを読め
ばいい、と。私が教員の頃はちゃんと「何
ページ」ということを言い、大学を退職す
る頃には、もうそこのところをコピーして
やらんといかんでした。そのくらい変わり
ました。昔の先生たちはあんまり教えても
くれんわけですよ、どういう風にしなさ
いっていうようなことを。それから、戦後
だから本がないんですよ、また。卒論書く
時なんかは、しょうがないので九大まで
行って、１週間ぐらい泊まってました。そ
して当然コピーもないですからね、写して
こなくちゃならん。そういうような勉強で
したね。結局、退職する頃になって「あの
先生が言ったのはこういうことか」とわか
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るようになった。ですから、昔はかなり不
親切ではあったし、勉強は本当にしないと
大学の講義には追いつけなかったですね。
甲斐――当時は出席はとったりしとったん
ですか？
松本――いや、もうそれは全然勝手。８人
ぐらいですからね、すぐバレもするし。そ
れから結局欠席をする方が悪いわけで、話
を聞き逃すわけですからね。当時は参考に
する本もそんなにないわけですよ。
出口――我々もですね、化学科は１０名でし
たからね、それで出席なんかほとんどとら
ないんですよ。そうして講義の内容などガ
リ版を作って、配ってもらっていたような
記憶がありますね。当時はとにかく本がな
くてね。だから古本屋にしょっちゅう行っ
てましたもんね。
松本――なかったですね、本当。

６．教養解体後から現在の学生像を見る

古島――特に教養部の解体後っていうの
は、大学が大きく変わった。教養部の果た
した大きな役割の大きな１つは、高校生か
ら大学生になるという、ある意味では大人
になる時期の教養を担っていた点だと思い
ます。教養部っていうのが果たしてた役
割っていうのも結構大きかったように思え
るんです。我々は教養部を経由してきた世
代ですので、その辺も含めて、今の学生さ
んを見て、昔と比べていかがでしょうか。
佐田富――以前は教養部門の中にすごく熱
心な先生がおられた気がするんですよね。
だから単位の出し方でも厳しい先生がおっ
たりとか。そういう先生がおられた頃は良
かったと思いますね。今、僕も教養の授業
を受け持ってやっとるんですけどね、単位
が合か否しかないんですが、いろんなこと
をさせると明らかに差があるんですよ。２

年生の頭から本格的な専門教育をやります
よね。私、２年の最初の必修科目も受け
持ってるんですけど「ちゃんと勉強しない
と単位取れないよ」って言うのに、それを
他人事みたいに聞いている。それで単位を
取れない学生の比率がどんどん上がりまし
てね、昨年、２年生でちゃんと単位取れた
のが４０％。なめているわけです。その連中
は１年間すると単位取れるようになるんで
すね。「大学らしさ」なんて言うんですか
ね、さっきいろいろ話が出てましたけど、
大学生と高校生との違いの、その違いが、
学問的なとかそういう色合いじゃなくて、
違う方に行ってるような気がしますね。
古島――やっぱ学生っていうのは、ひとつ
の時代の鏡でもあるし。
佐田富――先生も鏡だと思います。
古島――教養の今の「基礎セミナー」は他
学部の学生さんも入ってきますよね。
佐田富――「自分で調べたこと発表しなさ
い」っていう部分があるわけですけどね、
同じことしか言わないですね。これはたぶ
ん試験制度の関係があるんじゃないかな
と。義務教育からそうですよね。みんな同
じことをさせるんですよね、日本の教育
は。だからそこを変えないと変わらない。
大学だけ頑張ってもしょうがないんじゃな
いかなと最近思います。
古島――私も薬学部で授業していて何人か
落としましたけども、昔は文句言ってきて
たんですよ、「往生際が悪い」っていうか。
ところが最近ね、「往生際がいい」学生さ
んが増えて。そこが随分変わったんですね。
甲斐――まあ、確かに今の教育の均質化と
かいろいろあってですね。熊大といえばと
んでもない、面白い学生がいるというの
が、社会からの評価も昔はあったんです
が、大体今はどこの大学も似たり寄ったり
の学生ばっかりになってるっていうことが
言われてはいますね。なんとなく最近思う
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のは、１年生のときの教育。１年生のとき
の、初っ端の教育を誰がするか、どの先生
がやるかっていうのがすごく重要で。やは
り熊大、大学全体のエース級を１年生のと
きに持ってくる。そこでいかにモチベー
ションを上げさせるかとか、あるいはそ
の、「高校と大学違うんだよ」っていうよう
なことも含めたことをいかにやるかという
のが、一番大切かなと思うんですよね。評
価がどうあろうと、「これやっとかんと、
世の中に出たら困るでしょ。だからこう
いったところを勉強しとかないかんよ」っ
て。１年生のときにいかにやるべきかって
いうことが大切かなあという。最近特にそ
れ思うんですよね。
古島――学生が内向きになったとかとよく
いわれてますよね。
甲斐――我々にも責任はあるんじゃないか
なと。高校までの授業の受け方をそのまま
大学でも継続するんですよ。だからなんと
なく、まじめな均質な学生が増えてるんで
す、昔に比べて。恐らく、授業さぼらない
学生が増えてるんですよ。でも、本来は結
果的に理解しとけばいい話なんですよね。
山本――自分で学ぶっていうことをどう
やって身につけてもらうかっていうところ
が最終的には一番重要な、その教育の目標
なんだろうと思う。なぜかというと、医学
の場合に、最近の生物学的な医学の研究の
速度が非常に速くてですね。学生が１年間
で理解して覚える量よりも、１年間で研究
者が作り出している新しい知識の方が多
い。そんな風に思えるので、絶対学生が追
い付いていくっていうことはできない構造
になってるんですよね。１年間勉強して
も、それよりも大きいもっとたくさん新し
いことが生み出されておれば、構造的に絶
対追い付いていかないわけですよね。だか
らそんな風な状況で、知識偏重の教育を
やっとってもこれは絶対ダメ、もうそうい

う時代になってしまっているって思うんで
すよね。そういった中で、どういう風に、
学生に何を求めるのか、何を身につけさせ
ていくのかっていうところを、もういっぺ
ん考え直さないかん時期に我々も追い込ま
れてるんだろうなっていう風に思います
ね。少なくとも今みたいに、パワーポイン
ト１つの中に、まあ２０も３０も式だけ詰め込
んどって、それをパッパ、パッパ、パッ
パ、パッパ、２分ごとに流していくような
のは、丸反対のやり方なんだろうと思うん
ですけどね。
古島――昔の学生っていうのはどこを見て
たのか、今の学生はどこを見てるのかって
いう、その見てる方向についてはどう思わ
れますか。
山本――やっぱり自分の大学の４年間なり
６年間なりっていうのは自分の人生なん
で。私は学生運動もやりましたし、恋愛も
やったし、結婚もしたし、ヨーロッパに
３ヵ月ぐらい遊びに行ったし、クラブ活動
も精一杯やったしで、もう大変忙しかっ
たっていう風に今の学生に言うと、もう
びっくり仰天驚くんですよね。今の学生は
誰のために、何のために、生きとんのか、
生活しとんのかっていう風なところが、な
んかちょっとあやふやになっとるような感
じがしますね。それはまあ時代的なものが
一番大きいんだろうとは思いますけどね。
深町――学生の体質としては、今も昔も単
位が欲しいっていうのは変わりがないと思
うんですよね。ただ、その単位が欲しいっ
ていう中身がだいぶ違ってきてるなってい
う感じがありまして。我々の頃だったら、
単位も「可ならいりません」っていう答案
も結構みんな出してて。「ちゃんとやった
からこの単位が取れるんだ」と。まあ法学
部は、大人数の教室である講義がほとんど
ですから、ほとんど教科書読みっぱなしっ
ていう先生もいらっしゃいました。そこで
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我々は「この先生が言いたいことは何なん
だろう」っていうのを逆に感じ取らなきゃ
いけなかったですし、それをやっぱり友達
同士で話したりもしていて、そこから理解
ができていったような気がするんです。今
はもう、高校までの教育までで、プリント
を配って、そのプリントに書いてあること
だけをやればいいんだっていう刷り込みみ
たいなものがあって、こっちもそういうの
を出さないといけないっていう強迫観念み
たいなものもあります。あとやっぱり、シ
ラバスが悪いんですよね。シラバスで何で
も書いて、そのとおりにやらないといけな
いっていうことで、逆に、授業のビビット
さを削いでるような。法学部の場合は「基
礎ゼミ」っていうのをやっていて、ノート
のとり方からレジュメの書き方までみんな
教えてあげるんですね。我々の頃は教えな
くても「自分のノートも自分のためにとる
ものだ」っていう発想でしたけど。そこを
そもそも教えないといけないっていうの
も、厳しい時代に入ってるなっていう風に
思います。
宮瀬――私はちょうど教員として熊大に
入ったのが、法人化された初年度で。卒業
生として、大学の恩師と接していた頃には
大学の先生っていうのはもう少し余裕があ
ると思ってたんですけど、自分が教員に
なってみると、大学の先生ってこんなに忙
しかったのかなと。今は、研究、教育、社
会貢献といろいろなことが求められる中
で、先生方も時間的に余裕がないような気
がして。私が学生の頃は、先生によっては
人生相談の時間もとってくださってた。今
は、手とり足とりっていうんでしょうか。
新入生ガイダンスも昔は学生便覧かなんか
ポッと渡されて「単位ってどうやって取っ
たらいいのか」って自分たちで一生懸命に
なってやって、ガイダンスなんて一切な
かったような気がするんです。今は学生の

方も「手とり足とりやってもらって当たり
前」、授業中も先生がちゃんと板書してく
れるのが当たり前みたいで、何も言わない
と、ペンも動かさないみたいな。あと、情
報もすごく豊富なので、レポートっていっ
てもインターネットとかなんかからコピペ
してきて。で、それが本当なのかどうなの
かって批判的に考えるって側面がなくて。
こちらから見ると、ここは明らかになんか
写してる、貼り付けてきたでしょ、みたい
なのとかありますね。
佐田富――読ませるとわかりますよね、間
違ってるんだから。日本語の読み方が。
宮瀬――自分が書いたところは日本語がめ
ちゃくちゃなんですよね。それから大学っ
て、社会人を育てるための最後の仕上げの
段階だと思うんですけど、そこが十分に身
につかないまま送り出してしまっている。
自分で考えて自分で社会体験をしながら、
そこから学びとっていく力っていうところ
をどうしていったらいいのかな、あんまり
懇切丁寧な指導に走りすぎると、自分では
何もできない人を育ててしまうんではない
かな…という気はしていますね。今入って
くる学生っていうのは確かに本当にまじめ
な人も多くって、授業を休まないところも
あるんですけど、反面ちょっと精神的な弱
さを抱えている学生が増えてきたかな、と
いう気がします。でもそこを余りにもフォ
ローしすぎるのではなく、学生同士の力の
中でそういうのを克服していけるような力
も育てていかなくちゃいけないのかなと。
そういったことを課題として少し感じてい
る昨今です。
古島――私が入った頃の熊大の学生のイ
メージは、裕福でない家庭の子弟で、多少
頭もそこそこ良い、というような感じでし
た。ところが、今は少子化になって、経済
格差っていうのと、学力の差っていうのが
出だした。これは随分変わった点で。昔は
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親もそんな裕福じゃなかったし、やはり留
年したり浪人することに対して、ある程度

「これじゃいけない」っていう気持ちがあっ
た。ところが少子化になって、教育にかけ
る予算っていうのが…まあ医学部あたりが
特にそうでしょうけども、ほとんど医者関
係しか医学部に入れないような状況を生ん
で、学生が変わってしまってるんじゃない
かっていうのは少し感じています。例え
ば、着てる物からして全然違う。学生は
我々より遙かに良いブランド物を着てる
し、我々はその辺の安いブランドものを着
ています。それから、携帯を持つように
なって、いつも携帯を気にしてますよね。
我々の頃は、例えば下宿の人は公衆電話
か、大家さんに取次いでもらったりでしか
他と連絡とれなかったのが、今は非常に安
易に連絡が取れるようになった。だから、
すべて安易にできるようになった節が
ちょっとあって。勉強に対しても妙な錯覚
に陥ってるんじゃないでしょうか。だか
ら、先生方がさっきおっしゃってたよう
に、勉強を厳しくやるっていうのが大事。
その我々がイメージしてる厳しさっていう
のが、果たしてそのとおりの厳しさとして
向こうに伝わってるかって思うと、ちょっ
とそこらへんにギャップが実はあって。
佐田富――それはね、それは１回落ちて、
次合格するとわかるみたいです。僕は、授
業のとき解いてみせるような問題は試験に
出さないんです。ところが学生は、授業
やってるとき「先生、どの式覚えればいい
ですか」って聞くんです。それはセンター
試験とかの弊害ですよ。「みんな、この式
覚えなさい」って高校まで教えるから。と
ころがね、そんな教育やっとったら、「想
定外」に対応できない。だから学生には「基
本がわかったらどんな問題でも解ける」っ
て言うんですが、学生はそれがなかなか理
解できないんですよ。でも１回単位落とす

と尻に火がついて、一生懸命聞くんです
よ。うちの学科は一番留年が多くて、３分
の１が留年して４年生までに卒業できな
い。でもそうしないとね、大学はね、社会
のためにならないかなと思います。ただ
し、非常にきついですよ、先生の方が。そ
んなことやっとくとね。だけど、いい加減
な学生までどんどん卒業させよったらね、
熊本大学の卒業生は世の中で活躍できない。
古島――もちろん大学の方も、根本的に変
わっていかないといけないっていうことで
すよ。その１つは教養教育だと思います。
高校から大学に入って初めて出会う「学
問」っていうのは、教養教育なので。とこ
ろがその教養のところが解体後ガタガタに
なって、とにかく取っとけ、っていう風に
なった。
佐田富――本来教養教育っていうのはちゃ
んと出席しとったら単位を出すものではな
いんですよ。
大坪――私が今身を置いてる所属先の性質
上、授業をまず持つことがないので、なか
なか学生さんに触れることはないんですけ
ど、私の恩師の先生とも話をしたり、先生
方の話を聞いて、やっぱり学生が、自分で
問題を見つけて、それを解決する方法を見
つけるっていうその研究の基礎ができてな
いなっていうのは感じます。これをよく考
えると、もう全然飢えてないんですね。義
務教育じゃないんだから「何しに来たの」っ
て言いたくなるような感じなんですよね。
考古学では、私が学生のときには、いろん
な海外調査の機会をいただいたんですよ。
で、そういうときやっぱり飛びついたんで
すよね。科研費とか大学の経費で海外に行
かせてもらえるって。それだけで貪欲にみ
んなは食いついてたもんなんですけど、今
は、学生誰も反応しないんですって。それ
は、自分で行けちゃうからなんですよね。
親のお金でも行けちゃうし、バイトすれば
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行けちゃうし。とにかく環境がすごく今恵
まれてて、学生が飢えてないなっていうの
を非常に感じる。それと、やっぱり先生が
おっしゃったように、インターネットの普
及で、ウィキペディアでも簡単に調べられ
る。本当だったら、語学の１つの単語だっ
てものすごくいろんな意味を持っているの
に、電子辞書に載ってなければもう「な
い」。「先生ありませんでした」で、終わっ
てしまう。でも本当は、電子化されてる情
報よりも、人間がペーパーとして残した情
報の方がまだまだ遙かに大きいのに、そこ
に全然目が行ってないっていう、そういう
ことやっぱ感じますね。何しに来たのか、
勉強とは何か、本当は自分で考えて研究し
て解決していくっていう、そこがないなっ
ていう風には、私の世代でも今の学生を見
てて思います。

注

１　熊本大学発足当時の理学部は甲・乙に分か
れていた。甲類は４年制課程のコースであ
る。一方乙類は、理学部の中に設けられた
いわゆる医学部受験コースであり、２年修
了の医学部受験に必要な規定の科目及び単
位を取得できるというものであった。1954
年の学校教育法改正により、医学教育は２
年の進学課程と４年の教育課程で構成する
ことに改められ、本学においても1950年に
医学進学課程が設置され、理学部乙は廃止
された。

２　保健管理センター。当時は現在保健セン
ターが置かれている建物の中に、学生課の
一部が置かれていた。なお、同センターは
２００４年の法人化に伴い「保健センター」と
なった。

第１回座談会の様子
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第２回座談会

１．６０年安保の頃

古島――前回は各世代の方に、自分が学生
時代は自分はこういう学生時代を送って、
周りの状況もこんなだったっていう話をし
ていただきました。今回は、最初、せっか
くですので小野先生に話していただきま
す。先生は昭和何年に入学ですか？
小野――昭和３５年入学です。昭和３５年は安
保闘争でした。入ってすぐ、熊大のキャン
パスに来たら、まだ角帽が売ってまして、
さりげなく角帽買いました。いつの間にか

なくなりましたけど。
１，０００円ぐらいだった
な。しばらく教養が
あって、薬学部とか
理学部とかと一緒に
講義を受けてました
けど、連休前から安
保のデモにみんなか
ら誘われて。法学と
か心理学とか、なん

【第２回出席者】
出口　俊雄　（１９４９年入学、元理学部教授）
松本寿三郎　（１９５１年入学、元文学部教授）
小野　友道　（1960年入学、元熊本大学医学薬学研究部教授）
佐田富道雄　（１９７０年入学、自然科学研究科教授）
今井　輝子　（1975年入学、熊本大学薬学部特任教授）
深町　公信　（1976年入学、法学部教授）
宮瀬美津子　（１９７７年入学、教育学部准教授）
甲斐　広文　（１９７９年入学、生命科学研究部教授）
福本　哲也　（１９７９年入学、先端研究教育拠点推進ユニット長）
大坪　志子　（1991年入学、埋蔵文化財調査センター助教）

【司会】
古島　幹雄　（1972年入学、理学部長・60年史編纂室副室長）

か教養の科目よりもデモがずっと面白かっ
たんですね。僕、法学かなんかを落とし
て、次の年、受け直したことがあるんで
す。それもデモのせいでした。
古島――６０年安保ですよね？
小野――６０年安保です。それから、あの、
鶴屋の前に自民党の県連本部があったんで
すよね。安保が成立するとき、あそこで
ずーっと夜中まで座り込みをしてまして
ね。下宿からは、もう出てくれとか言われ
る。……だったんですが、デモに何回も行
きました。ようわかっとらんで行ってるん
ですよね、もう、一生懸命。正義の味方と
思って。
古島――デモは、医学部の学生さん以外に
はどういう学生さんが？
小野――いや、医学部っていってもまだ教
養でしたから、誰とかなくて。まあ医学部
の友達が行くから、俺も行こうっていう。
講義がもう少し面白かったら講義受けてた
と思う。やっぱり皆、よう遊んでました、
その頃は。マージャン組か、ダンス組か、
酒飲み。僕はどっちかっていうとマージャ小野友道（１９６０年入学）

平成２５年７月８日
１４:００~１６:００

工学部１号館会議室
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ンの方でした。
古島――７０年安保と６０年安保はちょっと
違っていたから、恐らく学生さんもね、当
時と随分違うんじゃないかなっていうのが
あります。先生から見て、７０年安保は？
小野――そうですね…どこが違うかといわ
れたら、難しいですね。まあ最後は自然成
立したんですよ。その頃からもうなんかガ
タッときたことを覚えてますね。それで、
僕の教養も終わりだったですね。教養が終
わったら今度はものすごい忙しくなりまし
たからね。
古島――安保の後はもう大学も平常に？
小野――ええ。まあまあ正常でした。
古島――じゃあ６０年成立した後と、後はも
う普通の、平常の大学生活っていう。
小野――いえいえ、出口のときに、今度は
国家試験ボイコットしましたから。
今井――えっ？
小野――医師国家試験を。僕たちの２年ぐ
らい前から、インターンがどうもいかん
と。指導もしないで、金もくれないし。む
ちゃくちゃだっていうことでだんだん盛り
上がって、国家試験ボイコットにとうとう
なったんですよ。で、青年医師連合ってい
う過激な団体ができましてね。あの安田講
堂につながるんですけど。その…東大から
もオルグが来たり、僕らもいろいろ行っ
た。厚労省までデモに行ったことも…。結
局クラス全体、全体がまとまって、卒業時
に、とうとう国家試験ボイコットしました。
佐田富――それは全国的にそんな感じだっ
たんですか？
小野――全国的で、７割ぐらいいたんです
よ。
古島――東大紛争も元は医学部の…。
小野――医学部です、はい。だから僕たち
は入るときは安保で、出るとき医師国家試
験で。僕は、医師国家試験、春・秋とあっ
たんですが、春をボイコットして。でもど

うしようもないんですね、やっぱり親から
…。みんなそうです。それで結局、秋受け
たんですけどね。今の医学生と違って
１００％でした、合格率が。それも結局、ま
あ今となっては少し負けたような感じもす
るんですけど、後悔はしてないですね。
古島――当時医学部の学生さんは、出身
県っていうのはどういう状況だったんです
か？
小野――出身県は福井とか…。関東は少な
いんです。関西エリアはだいぶいました。
僕も山口から来ましたから。
古島――熊本県出身者っていうのはそんな
にはいない？
小野――いや、やっぱり多かった。熊高が
２０数人いたでしょうか。で、済々黌が５、
６人いまして。その２大勢力が強かったで
す。
古島――当時は、医学部に女子学生さんな
んかは結構いたんですか？
小野――女子はね、約１割。８０人定員で、
１割増やして８９人定員。女性が８人だった
ですかね。
古島――留年生とかどういう？
小野――留年ですか？結局卒業したのは、
８９人中７５、６人でしたかね。成績だけじゃ
なくて、進路変えた者、病気とかいろいろ
ありますから。
古島――医学部のアルバイトはどういうも
のが？
小野――アルバイトはほとんどしてたと思
う。僕も家庭教師してました。僕らの頃は
イ草刈り取りのアルバイトの募集が出てて
ね…。それから、みんなこの辺に下宿し
て、黒髪のこの辺で飲んでました。タク
シー利用するとかなく、自転車ばっかりで
した。あとはこの辺でみんなマージャンし
てました。
古島――医学部の先生って、昔はよく手術
や夜勤のときとかマージャンとかしてたっ
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ど、入学案内にも「製薬学科は女性には向
きません」ってちゃんと書いてありました
ね。
小野――へぇー、すごいことですね。
今井――書いてあると「向かないんだった
ら行こうかな」って。で、製薬学科に入っ
たんです。そういうことが書けるっていう
のがすごいですよね。
小野――それは週刊誌にも載りましたね。
今井――はい。私のちょっと上の人たちが
一番大変だったみたいで。
甲斐――だれも製薬会社にも行かないし、

女子学生規制問題についての新聞記事
（1966年５月１日　毎日新聞社提供）

て聞きましたけど。今は知らないですけ
ど。そういうのはあったんですか？
小野――マージャンようしてましたよ。
あ、学生時代ですよ。
古島――パチンコとかは行ってたんです
か？
小野――パチンコも行ってましたね。僕た
ちの同級生はパチンコで試験に遅れたって
いうのが１人だけいましたよ。パチンコは
子飼の入り口の左にありました。僕はパチ
ンコはしませんでしたけど。
古島――授業なんかで、先生との関係って
いうのはどんな。例えば、今だと結構学生
さんと…。
小野――あんまりそんな。恐ろしい先生が
多かったですよ。
古島――授業の出席とかいうのは結構？
小野――出欠は、授業前後２回とる。解剖
の先生なんか２回とってました。五高記念
館の一番端の、こっちから行くと右端の校
舎で、最後のドイツ語を受けたことも覚え
てますね。

２．薬学部女子学生規制問題と学生生活

古島――今井先生の頃、薬学部は？
今井――薬学部は女子学生が…私の学年は
特に女性が多くて。
小野――あの頃ね、女子学生の規制をした
んですね１。
今井――そうそう。
小野――今と全然違うんです。
今井――なんか薬学部が女ばっ
かりなので、「女性には向かない」
かな。
甲斐――あー、柳本学長がちょっと言った
んですよね。
今井――それが大きな問題になって。私ら
の頃は薬剤学科と製薬学科だったんですけ
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みんなが薬剤師になるっていうことがあっ
て。大学の先生にもなる人がいないってこ
とがなんか大学内で問題になって。それ
で、男だったら少しでも残るっていう話が
あってですね。
古島――今井先生はどんな学生生活を送ら
れたんですか？
今井――うちの学年は特に男性少なくて、
７人だったですね。９０人中７人男性で、あ
と全部女性でした。女性が牛耳ってて、薬
学部の男性には目もくれない。で、工学部
と医学部としょっちゅう合コンやってまし
たよ。
古島――理学部はあんまり縁がなかった。
今井――理学部はないんですよ。工学部か
医学部、かな。そういうのをやる人たちが
いて、なんかダンスパーティーがしょっ
ちゅうあってましたね。
古島――ダンスパーティーってありました
ねえ。
今井――ダンパの券を毎週のように配っ
て。私たちの頃ってまだアパートじゃなく
て、何ていうんだろ、炊事場が１階、１つ
のアパートに１ヶ所だけあって、トイレも
お風呂も共用みたいなところで。私は自宅
だったんですけど、友達がみんなそういう
ところに住んでいたので、大体夜中まで
どっかの家に行って遊んで帰るという。み
んなで持ち寄ってね。
小野――医学部は寮がありましたね。二の

丸公園に。
今井――医学
部の寮？
小野――医学
部の寮。陸軍
病院の跡に。
そこに行った
らそりゃもう

「成人教育」は
いっぱいあり

ましたね。あと、親分がいたりしてね。そ
れから赤痢が流行ったんですよ、医学部の
寮で。
今井――すごいそれは大変ですね。
古島――国立病院の所にあったんですか？
小野――今の二の丸公園の所に。で、あそ
この二の丸公園で僕たち医学部は運動会を
していたんです。

３．研究室の思い出

松本――私の頃はですね……それまでの歴
史は皇国史観でした。それが、戦後いわゆ
る民衆史学になる。歴史の対象が違うわけ
です。で、国立大学が地方各県にできたで
しょ。そうすると、そこではやっぱりそこ
の地域・地方の研究をやらなくちゃなら
ん。ところが人間がいないわけですね、今
までそういうことをやった人がいないわけ
ですから。ですからそういうものを研究し
ようということになると、材料がまず揃っ
てないわけです。大学に本ももちろんない
し。それで熊大ではどうしたかっていう
と、材料を集めたわけですね。まず熊大が
始まった時期にやったのが、「松井文庫」
の購入。今も図書館にあります。八代の松
井家の史料です。それからですね、そうい
う史料が手つかずで県内各地にありました
ので、私たちが入って整理しました。肥後

学生寮（医学部）

今井輝子（１９７５年入学）
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藩の検地帳の目録を作らなくてはならんと
いうので労働力として学生が入って、昭和
２９年１２月に発行しました。今だったらちゃ
んと日当が出るんでしょうけどね、その当
時は…。
古島――手分けして？
松本――はい。その頃はボランティアなん
かいう言葉もなかった。それから１０年ぐら
い経ってからでしょうか、「永青文庫」が
北岡にありましてですね。で、あそこでシ
ロアリが付いたり虫が食ったり、ススでや
られたりするので…というので緊急避難
で、熊本大学に入った。そのときはもう私
は大学を出ておりました。その後、今度
は、「阿蘇家文書」が入りました、中世の。
つまり、こういった地域の史料を大学の図
書館で集める、そのはじめに携わりまし
た。最初の頃は学生が否応なしに労働をし
ていましたよ。なんというのかな、そうい
うのになにも違和感なくてですね、これが
勉強だと思ってやっておりました。でも、
それほどまじめにやったのかというとそん
なまじめでもなかったです。その頃ダンス
が流行りましてですね。映画も観に行って
ました。ダンスが上手になって、ダンスで
大学辞めたのもおりますよ、同級生で。
古島――それは昭和何年ぐらいの話です
か？
松本――昭和２８年。だから、「もはや戦後
ではない」というちょっと前の頃。
甲斐――ちょっと思い出したんですけど、
研究とか、実験の話なんですけど。自分は
大学院ではハトを使ってたんですよね。そ
のハトをですね、神社に行って、罠を仕掛
けて取ってたらですね、神主さんから怒ら
れてしまったんです。それをやってまず
かったからですね、薬学部の構内で罠をま
た仕掛けて、隠れとって捕まえて。で、手
術して、喉元を開けてちょっと実験して。
で、平和の象徴だから、また縫合して逃が

してあげるんですよ。そしたら繰り返し来
るんですよ、手術したあとのあるハトがま
た来て。そういう感じのことがありました
ね。自分の先輩がやってたのは脳波の研究
で、結構人に近いということでネコをよく
実験に使ってて。そしたら近辺の人たちが
それを知っててですね、庭にネコの罠を
と。だから罠を薬学部が届けて、そこの民
家の人がネコを捕まえたら薬学部に届け
て。で、動物舎で飼って。それで脳波の実
験をするということをやったりしてまし
た。たぶん後もう１つは、小野先生の時代
ぐらいになると、実験に使ったウサギを食
べてたという…。
小野――いや、僕は食べてないですよ。僕
のずっと前は食べてたんですよ、ウサギ。
今井――薬学部も食べてたという話は聞い
ています。
古島――医学部なんかもそうやって調達し
てこられてたんですか、ハトとか。
小野――まあ昔はね、その辺の捕まえちゃ
実験。で、学生でもトノサマガエルを断頭
せにゃいかん。全部自分たちでもって、探
してこいって。
松本――習学寮２ではイヌが入るともう駄
目、二度と見ないと…。犬はもう鬼門でし
たよ、習学寮は。
今井――私たちの時代は動物はもう、実験
終わったら穴掘って埋めたりとかしてまし
た。大きな穴が学部に掘ってあって、そこ
に使い終わった試薬なんかもみんな入れ
て、燃やして。燃えきるまで周りで遊ん
で、燃えきったら帰る。で、ときどきなん
かわかんないのがボンボンとかいって。
福本――宮瀬先生、教育学部では浅川先生
ウナギを使ってらっしゃいましたよね。僕
たち、教育学部の事務にいたとき、あれが
楽しみでですね。実験終わったら、ウナギ
を食べさせていただけるのが。
宮瀬――毎年ウナギではなくて、浅川先生
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は魚の表面の、糖タンパクというのかな、
糖の研究をされてたので、お話を聞いただ
けですけど、医学部の先生とかなんか他学
部の先生と共同研究をされてたってこと
で、授業の合間にそういった研究成果をい
ろいろお話してくださってましたね。一番
珍しかったのは、大学院時代に南極の近く
で取れる魚を、南極観測隊の方から仕入れ
たかなんかで、珍しい魚があるんだと。今
度はこれのヌルヌルを調べるんだというよ
うな話をされてましたね。

４．大学の国際化

古島――「国際化」って最近言われていま
すけれども、昔は留学生ってどんな風でし
たか？
小野――僕のときは留学生なんかいませ
ん。ただ、当時は沖縄が外国でしたから、
沖縄の県費と私費で、優秀な留学生が来て
ましたよ。
古島――医学部には沖縄の留学生が。
小野――はい。特に県で選抜されたってい
うのはすごい競争率で、全国の医学部にポ
ツポツと。
佐田富――琉球大学は医学部はなかったん
ですか？
小野――もちろんありませんでした。
古島――１９７２年の５月が沖縄復帰。昔は、

「国際化」なんてなかったんですね。同年
の日中国交正常化の後にかなり留学生が結
構熊本にも来るようになりました。中国か
らはもうずっと来てますよね。
佐田富――今、僕のところにもいますけ
ど、中国政府の国費留学生だからすごく優
秀です。日本国政府が出す奨学制度の２倍
くらい倍率が高いとか言ってました。
大坪――私の講座とか、周りではあんまり
聞かなかったですね。ただ私が卒業して数

年してからは韓国から３名ほどと、中国が
１名いらっしゃってました。
宮瀬――教育学部ではあんまり留学生は見
なかったですね。
出口――理学部には、日中国交回復が基に
なって、一番最初が化学に来ました。昭和
５５年から２年間、延辺大学…朝鮮族自治州
にある大学から。大学の講師でしたね。
古島――世代的に、僕らが若い頃は外国に
行きたくても制度がまだ整っていませんで
した。今は制度が結構充実してますよね、
大学の。
佐田富――日本、日本人がね。
古島――そうそう、そうです。この１０年以
内ぐらいに結構充実したんだけども、その
前まではなかなか日本人が外国に行くって
いうのは。行きたいっていう学生はたくさ
んいたんだけども。
佐田富――今の若い先生方は内向きに見え
るんですよね。
古島――そうですね。昔、行けない頃の方
がみんな行きたがってて、行けるように
なったらみんな内向きになったように見え
ます。
小野――なんで自分は文部省の在外研究員
の順番が回ってこん、とか文句言いよった。
古島――やっぱり憧れていましたけどね、
外国に。
佐田富――昔は、順番が来なくても行こう
としていました。だから僕はカナダ政府の
で行ったんですよ。日本の待っとったらい
つになるかわからないから。
古島――そういうの多かったですよね、違
うファンドでっていう。
福本――僕たちの頃は、留学制度じゃない
んですけれども、３ヵ月とか半年とか働き
ながら、いわゆるワーキングの制度を使い
ながら、オーストラリアとかヨーロッパと
か行ってる連中は結構いました。だから学
生が行く気になって、そういう情報があれ
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ば行ったんじゃないのかなと思うんですけ
ど。でも、やっぱり１年間は留年して大学
に残んなきゃいけなかったですけどね。
古島――前は英語が上手下手っていうこと
と外国に行かないっていうのは関係なかっ
たですもんね。
福本――全然関係なかったですね。
古島――今、そこがセットになってる。な
んかね「行くにはTOEICで何点とって」と
か。
佐田富――たぶん英語が上手になってから
行かなきゃいけないんだったら、僕行けな
かったですもん。
小野――うん。僕も行けませんでした。
佐田富――行けばどうにかなるかなと。
古島――熊大って結構濃い学生さんがい
て、バンカラ気分もあった。それがだんだ
ん内向きになってる。前は「よーし行って
やろう」みたいな人がいたような。
佐田富――そういう気迫のある先生が減っ
たんじゃないですか。
古島――やはり先生の影響もあるんですか
ね。
佐田富――うん。若い先生が行くのが当た
り前っていう。僕は上の先生から言われて
ました。留学の経験がなければ、助教授に
もしない。最初に助手になったときにそう
言われました。
小野――僕たちの時代はね、学問レベルが
違って、外国に行かないと話にならなかっ
た。今は逆転してる可能性があるから、行
かなくても、ジャーナルをちゃんと書けば。
佐田富――うん、ジャーナルは書ける。た
だですね、行って良かったのは、やっぱり
自分が留学生を引き受けたときに、話がよ
くわかるんですよ。何が困っとるかとか
ね。自分で経験してるから。そういう意味
で非常に良かったなあと思いますね。

５．情報化と大学

古島――もう１つですね、「情報化」ってい
うのがここ十数年キーワードですよね。
小野――僕らはですね、電話しかなかっ
た。あるいは手紙しかない。卒業の頃にコ
ピーが出てきたんですね。コピーが全部
湿って出てくるわけですよ。乾式じゃなく
て。ただ学生時代はコピーも全然なかった
から、試験が近づくと、誰か僕にノート貸
せって言ってましたね。
古島――コピーっていうのが普及したのが
７０年代の半ばぐらいからですよね。それま
ではコピーしたら酸っぱい匂いがするやつ
があった。
小野――あれは１年置いたらもう読めなく
なった。
今井――青っぽいのでね。
小野――決定的に違いますね、今と。
佐田富――今はコピーもとらなくて、携帯
で写真撮ってます。
古島――宮瀬先生の頃はもうコピー機使っ
ていました？
宮瀬――はい。試験前になると、コピー機
が生協にはあったんで、あそこにずらっと
学生が並んだりして…。
小野――あ、もうあったんですか？
宮瀬――ええ。
今井――でも高かったでしょう？
松本――昔は３０円だったよね。
今井――３０円が払えなかったですもんね。
手で書いてましたよ、やっぱり。
宮瀬――男子学生なんかが「ノート貸して
くれ」とか言ってですね。もうコピーした
らすぐ返してくれる、そんな時代でした。
小野――僕らのときはないんだもんね。今
井先生のときはないんですか？
今井――いや、だいたい同じ年代だと思う
んですけど、みんな書いてましたね。
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古島――試験なんかはコピーをとって勉強
するっていう時代に。僕らなんか手で写し
てましたよね。安易に情報が取れるように
なって、情報を取るのに時間がなくなれ
ば、勉強する時間がとれるかってそうでも
なくて。コピーしてすぐ安心してしまって
あと読まない、みたいなところがあったり
して。
福本――僕が昭和６１年に事務に採用になっ
たときには、まだ学内の文書は手書きでし
た。鉄筆で書いたものを輪転機で回して、
学内文書を。学外文書にはタイピストの専
門の方がいらっしゃって。
今井――いましたね。
古島――タイプライターの…動かしてやっ
てましたね。昔は失敗できないからみんな
集中して書いてたので、１行１行が非常に
こう、重かったですよね。今はだらだら説
明してあって、昔に比べて文章が下手だし
内容も練られていない。
福本――昔は公文書について勉強する機会
があったんですけどね。

古島――手書きで残ってる昔の議事録は、
簡潔に、しかも内容がびちって書いてある
ので、状況は書いてなくても、見ればわか
るんですけどね。
佐田富――今は、何ヵ所かこう見ていった
ら答え書いてありますよってそういうメー
ルがよく来るじゃないですか。そんなの読
む暇のあるやつはおらん。だから「要点は
何だ」と思いますね。
古島――カット＆ペーストができるように
なってから、文章がぐちゃぐちゃ並ぶよう
になりましたよね。
福本――添付ファイルだとか、URLだと
かもう直接貼りつけられるようになりまし
たでしょう。それつけちゃったら安心し
ちゃうんですよね。
佐田富――ホームページに飛んで見なさ
いっていうのがありますね。でも、３回ぐ
らい行かないとわからなかったりしますね。
編纂室――２０００年頃には学生１人ずつに
メールアドレスが付与されるようになった
んですけれども、一方で、その頃にはま

第２回座談会の様子
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だ、研究室には例えば研究室ノートがあっ
たりとか、掲示板に先生からの呼び出しが
書いてあったりしました。でも、最近はも
う皆さん携帯を持ってて、一斉にメールが
来る。先生からの連絡を自分たちでメール
を流して連絡を取り合って、直接会わずに
話をするとか、そういうことも可能になり
ました。そういったところで最近変化を感
じられることってあるんでしょうか。
今井――薬学部は依然として昔のままの掲
示板を活用してます。一人一人にメールで
送るとか、そういうことをしてる先生もお
られるんですけども、多くは掲示板で。
小野――台風が近づいてきよるっていうと
きもそれですか。休講になるとか。
今井――大体近くにいますからね。一応
メールでも流してると思うんですけど、見
てない子の方が逆に多い。
佐田富――今は学生証の番号がメールアド
レスになってるんですよね？
今井――そっちを全然チェックしてないん
ですよ。携帯も自分の携帯の方ばっかり見
てて。例えば台風とかそういう情報は事務
の方から一斉に流していますね。ただ、試
験がどうのこうのとかいうのに関しては、
やっぱり掲示板に貼って、「落ちた人、何
番」とか書いて、で、「何番の人来なさい」
とか。
古島――そうやって掲示板でやっていて、
昔も今も大きく変わったってことは余りな

いですよね。情報が
発達してくると、む
しろそっちの方が困
る。伝わってない部
分が実はある。だか
らもう携帯だけに
頼ってしまうと、な
かなか情報って伝わ
らないですよね。昔
の掲示板であった

ら、掲示板に書いてあるんだからかなり大
事なことだっていうのがあったんで、みん
な見てました。あと、休講ないかって。携
帯を持つようにになってから、学生さんが
情報を選別しないと情報取れないような状
況に今なってますよね。だからそういう意
味では、確かに昔と違って、情報を発信す
るツールは発達したけれども、受け取る側
がね。何のメールなのかわからないってい
うのがありますよね。
佐田富――工学部全体かどうかはわかりま
せんけどもね、重要なのはみんな掲示して
貼ってますね。メールはあてになりませ
ん。もう種々雑多ないろんなのが入ってく
るから、見ないで消してしまうことが結構
多いんですよね。

６．授業・試験の変化

古島――授業の形態っていうのは、今はパ
ワーポイントとか使ってますよね。ちょっ
と前だったらOHPかな？で、昔は絵に描
いて見せていたんでしょうか。
小野――うん、僕らは全部絵を描いていま
したね。
古島――そういう授業なんかのときにはど
ういう風に？学生に伝達するときに。
小野――僕たちのときは、臨床が近づいた
ら、「患者供覧」ということで階段教室に
本物の患者が「学用患者」として来ていた
んです。そこで裸になってもらって、教授
が診察して、ここにがんがあるとかいうの
をやってもらいました。それは今なくなっ
てます。パワーポイントだとかいろいろあ
りますからね。
古島――パワーポイントが最近出てきまし
たが、薬学部は？
今井――パワーポイントで講義される先生
もおられるし、先生次第ですね。私はもう古島幹雄（1972年入学）
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板書だけします。ちょっとでも部屋が暗く
なったりすると学生は寝るんですよ。紙を
もらって安心すると完全に寝てしまうの
で、なんにも渡さないで、書いた分だけ。
そこから試験に出す。一生懸命板書してま
すね。
古島――今はWebCTにも載せるとか、非
常に学生に対するサービスが良くなってい
ますよね。前は先生が講義ノートを黒板に
ずーっと写してる。僕ね、先生に講義ノー
トをコピーさせてくれないかって思ったこ
ともあるぐらい。それぐらい何もなかった
時代はありましたよね。当時は先生がもう
昔からの１つの講義ノートをずっと使って
た時代があって。ところがそういうのが問
題になって、講義の形態が少しずつ変わっ
ていったと思うんですよ。僕らの頃までは
まだ黒板が中心でしたしね。
小野――黒板中心ですよ。一生懸命書き
よったです。
古島――文系だと先生が読むのをこうずっ
とメモってて。だから最近…いつ頃からで
すかね、Webでやるとかパワーポイント
とか。大坪先生はパワーポイントとかで
習った？
大坪――いえ。これは先生によると思いま
すが、恩師はいまだに使わないって言って
ます。もう板書だけでしたね。
古島――小野先生の頃は、講義資料は学生
の頃はないですよね、コピーがないから。
小野――ほとんど。コピーがないですから。
古島――ガリ版でこう書くとかなかったん
ですか？
小野――ガリ版…。滅多になかったです
ね。だからノートがもう本当の宝でしたよ。
今井――私が学生の頃は教科書が必ずあっ
て、あと板書されるのと、ずーっと話して
おられるので、書いてないことが出てきま
すよね、それをノートに書いておく。結局
その先生が好きなところが試験に出るの

で。話に力が入ったところ。ちゃんとそれ
を読み取るというのがありましたね。お互
いにノート見せ合ってね。
宮瀬――私の頃もそんなに資料はなかった
ですね。板書プラス先生の喋られたことや
大事そうなことを読み取って書いていくっ
ていう感じでした。
佐田富――自分の受けた頃はもう板書ばっ
かりです。ただね、複雑な図だとかあるわ
けです。それは板書する先生がものすごく
大変なんですね。だからそういうのは青写
真みたいなものをあらかじめ配っていまし
た。今はほとんどの人がパワーポイント
使ってます。
今井――数学のパワーポイントは難しいで
しょ。
古島――いや、パワーポイントでやったら
速いですよ。
今井――速いけどついてこれない。
古島――１０分ぐらいですみますね。
佐田富――それでついていけない。ついて
いけないから、今は教える量を減らして、
残った時間も別の指導するんです。演習的
な。それやらないと駄目。パワーポイント
だけだと全部消化不良になる。

７．学生の質の変化

古島――期末試験があるじゃないですか。
深町――法律系の場合はですね、大人数で
すから、語学のクラスで大体まとまるんで
すね。で、試験委員なんかを作って、先に
できるののノートを集めるんです。そし
て、試験対策ノートみたいなのを、ガリ版
切って作ってましたね。一緒に勉強するっ
てのはよくありましたね。
大坪――この先生はこういう解答をしてた
らいいよっていう傾向と対策みたいな情報
はあって。で、試験が終わった後に自分た
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ちで自己採点していました。
今井――みんなでこう話してましたよね。
今、なんか、そういう話が学生の間でない
んじゃないですかね。試験終わったら終
わってしまって。
佐田富――学生は横のつながりがないです
よね。
今井――過去問が伝わらない。
佐田富――４年生のときに研究室に来て初
めて話したとか。そういう学生がいっぱい
いますからね。
小野――知らないですね。それは本当です
よ。
古島――前は教養が結構厳しかったのに、
学部の方に行って、教養教育の体制が緩ん
でから、そういうのがちょっと増えたよう
に思うんです。今おっしゃったように、学
生の性質も変わった。昔は教養は担任がい
て、先生がいて、そこでいろんなことを教
えてもらえた。他の学部の人たちと授業が
一緒でしたし。
福本――熊大は、もともと教養教育ってい
うのは「くさび型教育」っていう、いわゆ
る熊本大学独自の教育の仕方があって。教
養教育の一環が１年のときが長くてだんだ
ん専門が多くなっていくっていう。ここで
上手く専門教育と結びついて変わってい
くっていうのが、教育のシステムとしても
あったし、人間教育っていう意味でもあっ
たのかなと。
佐田富――義務教育から全部つながって
る。「これしたら駄目、あれしたら駄目」
なんですよね。そんなことやってるから、
生活体験として身についてないんですよ。
古島――最近、昔では考えられないような
学生の事故や事件が増えていますよね。学
生の質が変わる１つのポイントは、セン
ター試験というのと、共通一次ですかね。
共通一次が導入されて、「新人類」と言わ
れる世代がありましたよね。その後セン

ター試験に変わって、法人化になる前に、
教養が解体していったっていう。法人化に
なってやはり、成績の厳格化とかなって、
今まで大学の先生がある程度余裕を持って
やってきたところが、成績も含めてキチッ
と、授業も１５回しなきゃいけないってなり
ましたよね。
小野――昔は休講になったら学生はものす
ごい喜んだんですけどね、今は喜ばない。
１５回ちゃんとして、それから試験をしなさ
い、ですからね。
古島――そういうのがだんだん、特に法人
化後は厳しくなってきたっていうのがあっ
て。それに伴って学生がついてくればいい
んだけど、学生の意識はだんだんだんだん
乖離していって。制度は本来あるべき姿に
本当は行ってるんだろうけども。だからそ
の辺が時代区分的には９０年代…９５年ぐらい
まではまだまだ大学が、大学らしかったっ
ていうかなっていう。
大坪――大学時代、楽しかったですよ。先
生方もまだ余裕があったので。
古島――いい時代だったっていう風に感じ
ておられる？
大坪――はい、私はそう思ってます。
宮瀬――自分が学生の頃は先生が助手も含
めて９名ぐらいいらっしゃったのに今は６
名。で、今、じゃあ私が１年ぐらいモンタ
ナにでも行かせてもらおうかな、と思う
と、学科の先生方にも多大な迷惑をかける
のでとても行けないという状況なんです
よ。サバティカルの制度ができましたけ
ど、誰一人取得してない。その分非常勤の
先生を雇うお金もないし、っていうような
状況。
佐田富――自分が行ったときは前期と後期
と科目を入れ替えてもらったりとかしてま
したよ。
宮瀬――そういうのもあるんですけど、公
務文書その他も、１人で２つ３つ委員会兼
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ねたりするところをお願いしたりするとで
すね。
佐田富――今はインターネットがある時代
でね、指導しとる学生でもインターネット
でもうとことん相談できるんですよね。で
も僕らの頃はなんもなかったですからね。
それと比べればね、ものすごい楽ですよ。
佐田富――柏木先生３がちょうど僕が学部
の４年のときに、アメリカのパデュー大学
に行かれて、その研究室におった学生みん
な非常に頑張りました。柏木先生が、普通
の学生より１ヵ月前に卒論の原稿出せと言
われたんですよ。それで学生が原稿を送っ
たら、先生は全部添削して締め切りに間に
合うように返してくれたと感激していまし
た。だから僕も先生の気持ち次第だと思う。
宮瀬――逆にこの、学生の方もなんかこう
あんまり海外に行ったりしなくなった
なーっていう。
佐田富――それは、子は親の背中を見て育
つわけですから。
宮瀬――前は、教養の語学の先生が夏休み
になると学生を連れてアメリカに行った
りっていうのもあって。あの当時、今の何
倍も円安でした。同級生が大体５０万ぐらい
とか言ってましたかね、１ヵ月行くのに。
で、「成人式の着物はいらないから、その留
学費用を出してくれ」とか「自動車学校は
自分で行くからなんとか！」って言って、
親に借金して行って。でもとてもいい思い
出になったみたいです。今頃になって

「あーそういうときに行っておけばよかっ
たな」とか思ったりすることがあります。
今はあんまり、行くっていう学生を聞かな
いですね。
大坪――ちょっとした研究会でも行かない
ですね。私が学生の頃はもうとにかく海外
に行けるんだったらそのチャンスをモノに
して、その海外の雰囲気とかを学べと、身
にちょっと感じてこいと、先生方がおっ

しゃってくださって
て。今は学生がもう
全然海外に目を向け
ないですよね。
佐田富――結構です
ね、学会関係は学会
から学生が行くとき
の旅費の補助を出し
たりとかあるんです
よ。
小野――今はありますね。
大坪――私たちのときは自分で行くぐらい
だったのに…。
佐田富――前はなんもなかったですから
ね、そういうの。
小野――共済組合からお金を借りたりもし
てましたよ。
大坪――それでも自分たちで行ってたの
に、もう今は全然ですね。
佐田富――結局、気持ちの問題ですよ。
今井――薬学部は結構行きたがって行って
ると思いますけれど。
宮瀬――薬学部は、何か学部で取り組みを
されましたよね？
今井――国際奨学金とかですかね？あれは
すごくいい制度ですね。
宮瀬――ドイツにも行かれたじゃないです
か、何年か前に。ドイツとかイギリスとか
に視察で。
今井――あー、はいはいはい。
宮瀬――私はNPOの関係で薬学部の学生さ
んと一緒にドイツへ研修行ったんですけ
ど、その学生さんたちは学部の２年生のと
きにも自分たちで行ったと。で、３年のと
きにも、そういうのが学部で企画があった
から、また参加したって言われて。夏休
み、２年生のときに行ったときには最後１
人でずっとドイツの国内をいろいろまわっ
たって女子学生さんがおっしゃったので、
あーなんか、こういう人が将来、いろんな

大坪志子（１９９１年入学）
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力を持ってくるんだろうなと思ったんです
けどね。女の子の方がタフだなと思いまし
た。
小野――それに今、青年海外協力隊でもで
すね、行くのはほとんど女性ですよ。びっ
くりするんですよ。
今井――でも男子学生でも結構ホームステ
イしたりとか。
古島――ボン大学があるでしょ。私ボンに
４年ちょっと住んでたんですよ。見ていて
やっぱり女子学生が非常にアクティブです
よね。男子学生はあんまり見かけなくて。
日本から熊大の学生は何人か来てたと思う
んですけども、見てて「ああこの子は」っ
て思うのは女子学生が多かったですね。
で、ボン大学は熊大と協定結んでるから制
度的には整っているけれど、学生が留学す
るのはなかなかアメリカが多い。ヨーロッ
パは、フランスとか言葉の問題がちょっと
あって、なかなか日本から行かないですよ
ね。
出口――国際学会は？
今井――国際学会にはもう、行きたい子が
結構いっぱいいますけどね。
出口――私はまだ大学におる頃の話ですけ
れども、国際学会に学生を連れて行ったこ
とありますよ、自分の研究費でね。ラスベ
ガスで、第４回のフローアナリシスの国際
学会が開かれたとき。

８．学生の住まいと暮らし

古島――学生の住まいですけど、例えば、
アパートとかは今、個室になっていますけ
ど。いつ頃から、大体アパートの形態が変
わったんでしょうか。今みたいなワンルー
ムマンション風になったのは最近で、前は
自炊、共同トイレとか共同浴場、お風呂と
かありましたよね？その辺って。

大坪――女子はきれいな１Kのアパートを
選ぶ傾向があって、ただ、まだ下宿風なと
ころも残ってました。
古島――今井先生の頃は？ 
今井――１Kなんか全然なかった時代で
す。みんな、共同のところばっかり。
宮瀬――私は自宅生だったんですけど、友
達のところに行くとコンパクトな部屋にト
イレもなんでもついて…みたいなのはな
かったですね。
古島――下宿代っていくらぐらいだったん
ですかね、当時。
小野――僕は下宿してたんですが、４畳半
か６畳くらい、３食付きで、その頃の相場
がですね、月に４，０００円かな。
今井――結構高いですね。
古島――授業料はいくらくらいだったんで
すか。
小野――いや、１，０００円しなかったですね。
佐田富――僕のときは８，０００円でしたよ。
古島――下宿代って、そんなに高くなかっ
たんでしょ？
小野――下宿代で６，０００円は非常に高いと
皆が言っていましたね。４，０００円くらいです
よ、３食で。
古島――佐田富先生は下宿してたんです
か？
佐田富――半分ずつですね。アパートみた
いなところで。アパートっていっても、今
みたいなワンルームじゃなくて。流しで
も、トイレでも共同ですね。１万円いかな
いくらいですね。「神田川」の世界ですね、
お風呂屋さんが。授業さぼってもお風呂屋
さんに行くと、今日は何やったかとか、宿
題が出たかとか出ないかとか情報がわかる。
古島――今って、大体いくらくらいなんで
すかね？
編纂室――３万～５万くらいですね。
小野――ご飯はついてないでしょ？
編纂室――はい。
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古島――部屋だけで、１Kくらいですかね。
今井――ご飯出てきたら嫌がると思います。
小野――嫌がるんですね。
今井――縛られてる気がするんでしょうね。
大坪――その時間に帰らないといけないし。
松本――授業料ですが、私たちまでが３，６００
円ですよ、年にね。その翌年、４期生から
は確か、４，５００円になったはずですよ。
小野――僕らが６，０００なんぼじゃなかった
かな、年間。
佐田富――私たちの頃は年間１万２，０００円
ですよ。
今井――私のとき、年間３万６，０００円でし
た。
古島――それでも今の１０分の１もいかない
くらいですね。入学金もそれから上がって
しまいましたよね。
佐田富――授業料は、酒飲んでしまっても
どうにかなりよったですよね、その頃は。
イ草のバイトに３日くらい行ったら、大
体、年間の授業料払えてましたよ。
今井――１日１万円くらい。
福本――国立大学の授業料がですね、昭和

３０年で年間６，０００円。昭和４０年で１万２，０００円。
小野――倍になったんだ。
今井――３万６，０００円はいつからなったん
ですか？
福本――３万６，０００円は昭和５０年ですね。
小野――３万６，０００円、１万２，０００円、６，０００
円。僕は６，０００円だ。今とは価値が違うけ
ど、それでも安い。

９．学生のファッション

編纂室――ファッションっていうか、学生
の服装についてはいかがでしょう。
古島――熊大の学生は、僕らの頃はださい。
小野――僕らは学生服着てましたよ。
今井――私が入学した頃ってちょうど長い
スカートが流行ってましたね。その前が超
ミニみたいで、ツィギーとかいろいろね。
その後すぐスケバンみたいな長いのが流
行ってね。
大坪――私の頃も長かった。北の地区はで
すね、今もなんですけど、教育学部の女子

年度 入学料 授業料 総額
1949 200 1,800 2,000 
1950 400 3,600 4,000 
1952  ↓ 6,000 6,400 
1956 1,000 9,000 10,000 
1963  ↓ 12,000 13,000 
1964 1,500  ↓ 13,500 
1967 4,000  ↓ 16,000 
1972 12,000 36,000 48,000 
1975 50,000  ↓ 86,000 
1976  ↓ 96,000 146,000 
1977 60,000  ↓ 156,000 
1978  ↓ 144,000 204,000 
1979 80,000  ↓ 224,000 
1980  ↓ 180,000 260,000 
1981 100,000  ↓ 280,000 
1982  ↓ 216,000 316,000 
1983 120,000  ↓ 336,000 
1984  ↓ 252,000 372,000 
1986 150,000  ↓ 402,000 

表１　法人化前の国立大学の授業料改定年と金額（円）
年度 入学料 授業料 総額
1987  ↓ 300,000 450,000 
1988 180,000  ↓ 480,000 
1989 185,400 339,600 525,000 
1990 206,000  ↓ 545,600 
1991  ↓ 375,600 581,600 
1992 230,000  ↓ 605,600 
1993  ↓ 411,600 641,600 
1994 260,000  ↓ 671,600 
1995  ↓ 447,600 707,600 
1996 270,000  ↓ 717,600 
1997  ↓ 469,200 739,200 
1998 275,000  ↓ 744,200 
1999  ↓ 478,800 753,800 
2000 277,000  ↓ 755,800 
2001  ↓ 496,800 773,800 
2002 282,000  ↓ 778,800 
2003  ↓ 520,800 802,800 
2005  ↓ 535,800 817,800 

↓は金額に変化がないことを示す。
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学生は非常に華やかで、文学部は地味で、
法学部は少し違うってことで、女子の見分
けがつくよねって話を今の学生ともしてた
んです。教育学部の学生の女子は本当に華
やかで、お化粧もばっちり、なイメージが
あるんです。文学部からしたら。で、文学
部は本当に地味。私は特に考古学なので、
泥臭いので。そんな感じでした。
深町――我々の頃はですね、法学部に女子
学生がもう２人ぐらいしかいない時期です
から、とにかくださかったですね。綿入れ
丹前を着て女子学生が授業に出てたような
こともありましたから。
古島――ジーンズが変わったんですよね。
７０年前後はジーンズの下がラッパみたい。
深町――そうですね、ベルボトムでしたね。
古島――ジーンズが変わると、髪型もね。
７０年前後はロングヘア。なんか高校のとき
は坊主だったから、大学にきて反動でみん
なロングヘアになって。髪の毛を染めるの
はずっと後ですけどね。服装が確かジーパ
ンと綿のシャツとかTシャツとかそういう
のが主流。７０年代は大体その辺かな。で、
８０年代になってちょっと変わってね。男子
学生も女子学生もカラフルなファッション
になってきたのと、髪型が変わってきまし
たね。７０年代の髪型はおかっぱ頭の人が結
構多かったんだけども。あと、昔セシール
カットっていうのが。
小野――松本先生の頃も学生服ですか？
松本――学生服です。…いや、はじめの頃
は学生服が足りなくて、軍服着とったりし
てましたよ。２、３年は。
福本――軍服。
松本――で、４年生になって出る頃には、
就職試験なんかは学生服着て行きましたけ
どね。軍服がまだ残ってましたね。
古島――最近ワンピースの学生って見ない
ですね。
今井――昔はほとんどワンピースでしたね。

大坪――ワンピースはいないですね。
今井――昔はジーンズ穿くかワンピースみ
たいなの着てました。
宮瀬――確かに教育学部は男女比のバラン
スがいいので、お互いに意識する面もある
かもしれない。男の子も最近おしゃれです
もんね、教育学部。
大坪――そうなんです、教育学部は華なん
ですよ。北地区ではそう思ってます。
宮瀬――ヘアスタイルだとか、男の子も
ちょっとこだわってるような気がします。
今井――薬学部は今もださいので、「黒髪
は違うよね」って学生が言ってます。黒髪
行くとき、「黒髪行かなきゃ」っていってお
しゃれしてました。
佐田富――でも黒髪でも南と北でだいぶ違
いますよ。
古島――７０年前後は確かにおしゃれとは言
えなかった。灰色のスカートにね、紺色の
ブレザーみたいな。まあ、高校の制服みた
いなのが主流で…。
古島――僕らの頃は無地が多くて。それが
だんだんカラフルになってきて、いろんな
模様が入ってきたりだとか。で、持ち物で
すね。ブランド品を持つ者が増えた。
今井――ブランド物ってなかった。
大坪――いや、私も持ってなかったです。
佐田富――古島先生が入ってきた頃は下駄
履いてる者はいました？
古島――１人か２人ぐらい。

1970年代の学生の様子
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佐田富――１人か２人ね。僕らはもう下駄
は多かったです。
小野――多かったですね。
佐田富――下駄履いて奨学金もらいに行っ
てた。
古島――女子学生の服装が変わると、やっ
ぱり男子学生もそれに合わせる。やっぱり
女子の学生の方が流行に関しては非常に敏
感で。バブルの頃から服装が派手になっ
て、この頃がひとつの転機かなっていうの
は感じますね。
出口――ショートスカートは何年ぐらいで
すか？私、４４年にこっちに帰ってきたとき
にもびっくりしましてね。
今井――かなり短かったですね。
古島――恐らくね、僕らの頃はジーパンと
かネルシャツとかそういうのが普通で、む
しろ無地系のものが多かったですもんね。
どっちかというと地味だったですよね。学
園大とか行ったら全然違ったですよ。今の
教育学部の１つ上ぐらい行ったのかなとい
うぐらい、学園大の方がおしゃれでしたね。
編纂室――最後に１つだけいいですか？
今、ファッションの話がありましたけど、
ファッションが派手になっていくっていう
のと学生の質の変化は関係ありますか？
佐田富――そう言われるとそうかもしれな
いですよ。もうちょっと他に考えることが
あるんじゃないかっていうようなことが。
編纂室――学生が使えるお金ってあります
よね。それを勉強につぎ込むお金と、
ファッションとかにつぎ込むお金の比率っ
ていうのはだいぶん変わったのではないか
と思いまして。
古島――月々の小遣いの中で勉強に関する
ものにどれくらい使っていたのかっていう
のは、時代によって違ってたかもしれませ
ん。小野先生の頃って大体、例えば月いく
らぐらいの生活費って、家賃とか払ってそ
の中で学習とかそういうことに必要なも

のっていうのは…。
小野――僕らは教科書が高かったんですよ
ね、医学部の教科書が。それを買うのは別
にもらわんとやっていけなかったですね。
あとは飲み代とかね。
古島――ノートとかはそんなに高くなかっ
た？
小野――それは安かったですね、ノートと
かは。
今井――私も教科書高かったです。
小野――ね、教科書が高いんです。
今井――今の学生は教科書買わない。
小野――買わないでいいんですよ。
今井――PCで出てくるから。
深町――文系の学生は本買うのが当たり
前っていう感覚が我々の頃はあったんです
けど、最近は教科書でも買わないですし、
普通の本も買わない。
古島――文庫本とかもね、ああいうやつも
買わない。
深町――本持っててなんぼっていうような
……法学部なんかだと、ずらりと本を揃え
るのがかっこいいっていうイメージがあっ
たんですけど、最近そういうのないですね。
古島――エンゲル係数が今の方が。昔は食
うことがほとんどで。
佐田富――貧しかったですもんね。工学部
の場合はね、最近また違いますよ。前はそ
れぞれの学科で、学科ごとにですね、なん
とか実習とかあったんです。その実習用に
１年生のときに服作るんですね、ジャン
パーみたいなやつ。それ着てるのが普通
だったです。そんな無駄な金使えない。制
服みたいなもんですよね。で、それに下駄
でも履いときゃ、なんとなくあの学科の学
生だなって。で、中身で勝負する。外側は
関係ない。
古島――熊大…地方の国立大学っていうの
はあまり裕福でない家庭の子息が来るとこ
ろで。多少頭が良かったから、お金が国立
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だったら安いから、行けって言って。で、
７０年代頃から授業料が国立大学ばーんって
上がってね、必ずしもそうじゃなくなっ
たっていうのはありますよね。
佐田富――その辺が大いに影響してるん
じゃないですかね。

注

１　１９６６年４月、柳本武学長が、年々増加傾向
にある薬学部の女子学生に対して制限を加
えることを考えている旨の発言がなされ
た。また、同年に作成された昭和４２年度学
生募集要項では、願書中に「女子学生は薬
学部製薬学科はなるべく第一志望にしない
よう」但し書きがつけられた。翌年２月に
入試が行われた結果、製薬学科の女子学生
は減少したものの、製剤学科は初めて合格
者全員が女子となった。

２　五高時代から続く学生寮。現在の文法学部
棟付近に建っていた。

３　柏木濶工学部教授。1994年４月１日から
1996年３月31日まで大学院自然科学研究科
長を務めた。



あとがき

　本冊子は、熊本大学６０周年記念事業の一
環として行われた『熊本大学６０年史』編纂
事業の中で開催した座談会についての記録
である。
　もともとは本書と同時刊行である通史編
に、特論「学生生活の時代相」というテー
マの論考を掲載する予定であったが、執筆
者の都合により掲載が困難となった。しか
し、大学の歴史の中に、学生生活について
触れる項目が全くないというのもおかしな
話である。そこで、熊本大学出身の教職員

（退職者も含む）による座談会に切り替え、
これをもって本学の学生生活の一端を記録
にとどめることが企画され、本冊子を刊行
することとなった。通史編本編と別冊にし
たのは、座談会の持つ性質上、歴史資料に
基づき記述するという本編の趣旨とやや異
なるためである。
　座談会開催にあたっては、開学当初から
近年の卒業生までなるべくまんべんなく座
談に参加していただくこと、また、出身学
部や教職員として所属している部局、ある

いは男性と女性では学生時代の過ごし方が
異なるであろうことから、これらの重複が
ないように配慮したつもりである。本座談
会で語られた学生生活は、ご参加いただい
た皆様の体験した一部にすぎず、また、当
時の学生生活のすべてを記したものではな
い。しかし、各時代を体験した方々によ
る、生々しいお話を伺うことができた。
ページ数等の制約もあり、本冊子には収録
できなかった部分も多々ある。本冊子ある
いは実際の音声データが、本学の歴史の一
端を伝えるものとして活用・保存され、ま
た、今後もこうした取り組みが継続され、
熊本大学で過ごした方々の記憶が後世に継
承されていくことを期待したい。
　最後になったが、本企画の趣旨を御理解
いただき、お忙しい中にもかかわらずご参
加いただき、貴重な体験を語ってくださっ
た座談会出席者の皆様に改めて深く御礼申
し上げる。また、本冊子を別編として刊行
することに同意いただいた編纂委員会委員
の皆様、谷口学長にも深く感謝する次第で
ある。

編集担当　上野平　真希（熊本大学６０年史編纂室特別研究員）
編集協力　松藤　典生（元熊本大学学術情報総主幹、元６０年史編纂室員）
　　　　　竹内　太郎（熊本大学６０年史編纂室事務補佐員）
　　　　　川口　紗央里（熊本大学文学部）



表紙：熊本大学事務局本館（旧熊本工業専門学校本館）
本建物は熊本大学の前身校の一つである熊本工業専門学校の本館と
して利用されていたが、熊本大学発足以後は現在に至るまで大学の
事務局本部として利用されている。
1924（大正13）年に竣工した初期の鉄筋コンクリート製の建築物で
あり、1998（平成10）年に国の登録有形文化財に指定された。

発行日　2014年３月３日
発　行　国立大学法人 熊本大学
編　集　熊本大学60年史編纂委員会
印　刷　株式会社ぎょうせい

熊本大学60年史　別編
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